
Environnmental Exploitation on the Eastern
Slope of the Southern Central Andes : A Case
Study of the Agrico Pastoral Society of Marcapata,
Cuzco, Peru

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2010-02-16

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 山本, 紀夫

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15021/00004533URL



山本　　中央アンデス南部高地の環境利用

　 中央アンデス南部高地の環境利用

一・ペ ル ー
,.ク ス コ県 マ ル カパ タの 事 例 よ り

山 本 紀 夫*

Environnmental Exploitation on the Eastern Slope of the Southern 

     Central  Andes  : A Case Study of the Agrico-Pastoral 

            Society of Marcapata, Cuzco, Peru.

Norio YAMAMOTO

    Since the publication of the ethnohistorical studies of Murra 

[1968, 1972] on the nature of environmental exploitation among 
Central Andean populations, "vertical control" or the "model of 
verticality" has been a major theme in Andean ecological and econo-
mic anthropology. Subsequently several contemporary studies of 
"vertical control" have appeared . Three types of "vertical control" 
have been analyzed by Brush [1977] and four by Onuki [1978a]. 

    This article examines "vertical control" both from technological 
and from socio-cultural perspectives, using data obtained during 
field  research  carried out in Marcapata  district,  Quispicanchis 

province, department of Cuzco, Peru. Field work was conducted 
for some six months in 1978-1979. 

    The district of Marcapata is divided administratively and socio-
culturally into four agrico-pastoral communities. All the  corn-

. munities are situated on the eastern slope of the Andes and each 
contains various ecological zones, ranging in a short distance from 
sub-tropical rainforest to the nival, through the ceja vegetation zone. 
These different ecological zones are exploited and managed by 
members of each community and economic self-sufficiency is 
achieved on the community level. 

      In this article the socio-cultural characteristics of the four 
communities of Marcapata and the different ecological zones, in 
relation to the exploitation of natural resources, are first outlined. 
Next the relationship between ecological zonation and native
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concepts of the various habitats is discussed. The agrico-pastoral 

systems, including maize and potato farming, practiced in the dif-

ferent ecological zones, are analyzed. Since economic self-

sufficiency is not always achieved on the household level, the dis-

cussion focuses on mechanisms of interzonal exchange and reci-

procity. Finally, the characteristics of the patterns of environ-
mental exploitation found in Marcapata are compared with other 

types of "vertical  control", and problems in need of further study 

are specified.

1.は じめ に

1・ 中央 ア ンデ ス とバ ーテ ィカ ル ・

　　 コ ン トロール
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　4・　 家畜飼養と交換

　　1)マ ルカパタの家畜

　　2)牧 畜と交換

V.中 央アンデス南部高地の環境利用

　　一 むすびにかえて

1.は じ め に

1.中 央 ア ンデ ス とバ ー テ ィ カ ル ・コ ソ トロー ル

　本稿は,中 央 アンデス南部高地 において,農 業と牧畜をお もな生業 とす る一地域社

会の環境利用 の実態を,と くに高度差利用の面 か らあき らかにす ることを目的 と して

い る。ア ンデス山脈は,,南 アメ リカ大陸の太 平洋岸 にそ って南北に走る,世 界最長 の

大山脈であるが,と くにペルー南部か らボ リビア北部 にか けての中央ア ンデ ス地帯 は,

この山脈のなか でも,も っとも大 きい高度 と幅を有 する部分 とな っている(図1)。

　 そ こでは,ア ンデ ス山脈は平行す る,い くつ もの支脈 にわかれ,東 側 の支脈 には海

抜6,000メ ー トル前後の氷 雪におおわれた高峰が,西 側の支脈 には乾燥と高度 のため

に地肌をむきだ しに した海抜5,000メ ー トル前後の山 々がつ らなっている。その中央

部 には,海 抜3,000メ ー トルか ら4,000メ ー トル に達す る広大な高原がひろが っている。
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図1中 央 ア ン デ ス 概 念 図

この中央アンデスの高地こそ,海 岸地帯とともに,古 くから南アメリカの高文化が栄

えたところであり,ま た現在 もなおその伝統的色彩を色濃 く残 した地域となっている。

　一般に,中 央アンデスは,ア ンデス山脈を中心として,3つ の地域にわけられ,そ
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れそれ コスタ(COSta),シ エ ラ(Sierra),モ ンターニ ャ(mOntafia)と よ ばれて いる。

コスタはア ンデ ス山脈西側の海岸地 域で
,こ こはア ンデス山脈か らながれおちる河川

によ ってつ くられ るオアシスのほかは,大 部分が砂 漂となってい る。 シエ ラは
,ア ン

デス山岳地域の ことで,寒 冷高地帯 であ る。モ ンターニャは,ア ンデス山脈の東側の

アマゾ ン川源流域をふ くむ熱帯低地 である。

　 しか し,じ っさいの中央 ア ンデ スの 自然環境 ははるかに多様 で,き わ めて限 られた

地域のなか に,さ まざまな環境が み られ る1)。 これ は,中 央ア ンデスが緯度的 には熱

帯 ない しは亜熱帯 圏に位 置 しなが ら,そ こに6,000メ ー トル とい う大 きい高度差が存

在す るか らである。本来 な ら熱帯地方特有 の自然条件を示すはずのところが,こ の高

度差のために多様 な 自然環境がみいだ され るので ある。 このよ うな中央 ア ンデスの自

然条件がまた,中 央 ア ンデ スにお ける人間の生活領域を高度域 の点で もきわめて幅広

い ものと して いる。すなわ ち,ア ンデスにおける人間の生活領域 は太平洋岸やアマゾ

ン源流域 などの低地部か ら氷雪地帯 にちかい海抜5 ,000メ ー トルの高地 に至るのであ

る。

　 さて,こ のような特徴を もつ中央ア ンデ スの環境の利用 にかんす る研究が,最 近 ア

ンデス研究者のあいだでひろ く関心 をあつめている。それは,Murraの 研 究[MURRA

l968,1972]が 大 きな刺激 にな った。　Murraは,エ スノ ヒス トリーの研究 か ら
,

ス ペイ ン人侵入当時のア ンデス高地 の人 びとは幅広い高度差の なか にみ られるさまざ

まな環境を最大限に利用 して,あ たえ られた環境 内での自給 自足に努めていた ことを

あき らか に した。 このような環境利用の形態をMurraは バ ーテ ィカル ・コ ン トロー

ル(vertical　 control)と よ び,す くな くともイ ンカ時代にはア ンデス各地 に存在 し
,

しか もそれ は 「垂直列島(vcrtical　 archipelago)」 の形を とると述べたのである2)。

　 その後の研究で,バ ーテ ィカル ・コン トロール による環境利用の原則は現代 の中央

ア ンデ ス農牧社会 に も存続 している ことが指摘 された。 た とえば,Websterは 南 高

地 クス コ県 のケー ロ(Qero)で,　 Brushは 北 高地の ウチュクマルカ(Uchucumarca)

で,FonsecaとMayerは 中 部高地の ワヌコ(Huanuco)に ち かいチャウビワランガ

(Chaupiwaranga)で の バ ーテ ィカル ・コン トn一 ルの 現代 の 事例を 報告 してい る

[WEBsTER　 l　971;BRusH　 1974,1977;MAYER　 1971;FoNsEcA　 l　972]。

　 さらに,Brushは,こ れ らの事例 の比較研究によ って,ア ンデ ス高地の環境 利用の

ユ)た とえ ば,Ellenbergは 中央 ア ンデ ス の 海抜2,000メ ー トル以 上 の と こ ろで16のecoregion

を み とめ て い る[ELLENBERG　 1979:401-416ユ 。

2)「 バ ー テ ィカル ・コ ン トロー ル 」 は大 貫 に よ って 「垂直 統御 」 と して 紹 介 され て い る[大 貫

1978a:713-716]o
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類型化を試み,そ れにはす くなくとも圧縮型,列 島型,拡 散型の3つ の類型があると

述べ,ま た大貫はこれ らの類型に専業型の追加を提唱している[BRUSH　 1977;大 貫

1978a]。 これ らの類型の詳細については後述するが,と にかくアンデス高地における

環境利用の研究はMurraの バーティカル ・コン トロール論を契機として注 目される

ようになり,現 在その類型化が論 じられるまでに至っているのである。

　 しかしながら,こ のような環境利用をめぐる研究のなかに問題がないわけではない。

上述の類型論にかぎってみても,類 型化をおこなうに際しての基準が必ずしも明確で

はないこと,類 型の形態のみが重視されるきらいがあること,さ らにアンデスの環境

利用の特色を把握するためには,こ れまで報告されている事例ではきわめて不十分で

あることなどが指摘できる。

　そこで,本 稿では中央アンデス南部高地における一地域社会の環境利用についての

観察調査結果をできるだけくわ しく報告することにしたい。アンデス高地の環境利用

の特色をあきらかにするためには,何 よりもその具体的な事例をふやすことが要求さ

れているとかんがえ られるからである。

　 2.調 査方法,地 域および期間

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

　従来 の環境利用の研究ではバーテ ィカル ・コ ン トロールをおこなってい る単位が世

帯であるのか,集 落であ るのか,さ らには コミュニテ ィなどのよ うな地域社会 であ る

のか,そ の点が必ず しも明確ではなか った。 それは,調 査がせ いぜ い一つの村を対象

と一してい元 とい5こ 一とと関係 があ り一そ うであ一る。一そのため,一本調査で は,一一で きるだ け

幅広い,あ るまとま りをも った地域社会を調査対象 と した。

　調査対象 と した地域 は,ペ ル ー南部高地 の クス コ県(Departamento　 de　Cuzco),

キ ス ピカ ンチス郡(Provincia　 de　Quispicapchis),マ ル カパタ地区(Distrito　 de　Mar-

capata)で あ る。 クス コ市(Ciudad　 de　Cuzco)は,い うまで もな くかつての インカ

帝 国の中心地であ ったところであ り,マ ルカパ タ地 区はこの クス コ市 か ら直線距離で

東 に約100キ ロメー トルほ どの ところに位 置 してお り,約6,000人 の その住民の大半が

農業 および牧畜を生業に している。

　調査 は,マ ルカパタ地区 の中心地,マ ルカパ タ村(Pueblo　 Marcapata:プ エ ブロ ・

マルカパ タ)を 基地 として,1978年11月 か ら1979年3月 まで と1979年8月 か ら同10月

までの2回 にわた ってお こな った 。以下,本 稿では とくに ことわ らないかぎ りマルカ

パタ地区を マル カパ タ,そ の中心地,マ ル カパ タ村をプエブ ロ ・マルカパタと して記

述 してゆ くことにす る。2回 の調査の うち,前 者 は昭和53年 度文部省科学研究費 によ
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る海外調査 「中央 ア ンデス農牧社会 の民族学的研究一 海岸,高 地,熱 帯低地地域 間

の動態的社会 関係」(研 究代表者増 田昭三東京大学教 授)の 一環 と してお こな った も

ので ある。

　 この共同研究で は,マ ルカパ タの調査は佐藤信行 広島大学教授 と筆者が担 当 し,佐 藤

が主 としてプエブロ・マルカパ タの親族組織 と社会構造 の調査,筆 者 は環境 とその利用

の調査を分担 した3)。 環境 の調査 では高度の異な る5地 点 で植生調査を実施 したほか,

地 形や植生の一般観察 もおこなった。また,栽 培植物 も膳葉標本を作成,ト ウモロコ

シとバ レイショは生標本を採集 した。 これ らの標本の同定は,栽 培植物の大半は筆者

が,一 般植物はC6sar　 Vargas前 ク スコ大学教授(植 物学)が お こな った。 また,バ レ

イシ ョの同定は神戸大学農学部松林元一一ty授 と リマ(Lima)のCentro　 lnternacional

de　las　Papas(国 際バ レイ ショ研究セ ンター)に 依頼 した。

　気象デ ータにつ いては,前 記 プエブ ロ ・マル カパ タの保健所に 自記温度計を設置 し

た ほか,湿 度につ いて も可能なかぎ り測定す るようにつ とめた。地 図作成 にかん して

は,ク リノコンパ スと50メ ー トル巻尺 による簡易測量を実施 し,集 落などの標高 はい

ずれ もスイスTomen社 製 高度計(9,000メ ー トル用)の 表示によ って決定 した。

　 なお,上 記植物標本 の うち,膳 葉標本および トウモ ロコシの果穂の標本 は国立民族

学博物館 で保管,バ レイ ショは神戸大学農学部遺伝育種学研究室お よび上記国際バ レ

イ ショ研究 センターで栽培管理 されてい る。

皿.マ ル カパ タの 自然 環境

1.地 形

　マルカパタの領域は,海 抜6,336メ ー トルのア ウサ ンガテ(Auzangate)山 を主 峰と

するアウサ ンガテ山群のす ぐ北側か らアマゾ ン川 の源流 のひとつ マル カパ タ川上流 の

流域にひろがる地 域である　 (図2)。 そ の領域の南はアウサ ンガテ 山群の氷雪地帯 に

よってカ ンチス(Canchis)郡 とへだて られている。その東西 もこの山群の西端 および

東端部か らほぼ北 にはりだす尾根 によ って,パ ウカル タンボ(Paucartambo)郡 や キ

スピカ ンチス郡のオ コンガテ(Ocongate)地 区,さ らにプーノ(Puno)県 な どと区切

られてい る。

　すなわち,マ ル カパ タはア ンデス東斜面のア ウサ ンガテ山群 に三方 をか こまれた谷

に位置 している。 その低地部はアマゾ ン源流 のひとつ,イ ナ ンバ リ(lnambari)川 の

3)こ の共同研究全体の調査概要については本号増田論文を参照されたい。
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図2調 査 地 と そ の 周 辺 部

一支流
,マ ルカパ タ川の中流地域 までである。 したが って,マ ルカパ タはマルカパ タ

川の上 ・中流地 域にひろがる地域で,面 積が約2,00Q平 方 キロメー トル,高 度域 は海

抜約1,000メ ー トル の低地か ら海抜5,000メ ー トル以上 の高地 までがその範囲である。

　 この マルカパタ川は,海 抜2,000メ ー トルか ら3,000メ ー トル あた りで4本 の支流 に

わかれてい る。 これ らの支流 域は,い ずれ も河川の急流 によ って,山 地が侵食されて

で きた急峻なV字 谷を形成 している(写 真1)。 また その谷は,標 高4,000メ ー トル以

上 のと ころでは,例 外な く山腹が氷食 されてで きたU字 谷 とな って いる。集落は,ほ

とんど これ らの谷間や山腹斜面に位置してお り,海 抜1,000メ ー トル くらいか ら4,400

メ ー トルの高度域 に散在 してい るのである。 これ らの集落は地形的 にはいずれ もア ン

デ ス山脈の東側 に位置 してお り,そ れが後述す るようにマルカパ タにお ける環境利用

の方法 を特徴づ けて いる。

　 しか し,マ ル カパ タの集落のなかでワラコニ(Huaraconi)村 だ けは地形的 にも環

境利用 の方法の うえで も唯一の例外 とな って いる。 さきに述べ たよ うに,中 央ア ンデ

スはい くつ もの平行す る支脈にわかれてい るが,そ れはペルー南部 あた りで,東 ・西

の平行 山脈 となる。 その中央部 は,一 般にプーナ(puna)ま た はアルテ ィプ ラノ(alti-

　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 127
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写真1　 マルカパタ中 ・高地部の景観

plano)と よ ばれる海抜4,000メ ー トル前後の広大な高原 とな って いる。 ワラコニ村 は

この高 原の東端部,東 山脈のす ぐ西 側に位置 してお り,マ ルカパ タの他 の集落 とは海

抜5,000メ ー トルにちか い峠 によ って通 じてい る。

　 ところで,こ の ような地形条件 のために,マ ルカパタ内の交通手段 はきわめて限 ら

れた ものとな って いる。唯一の 自動車道路は クスコか らウル コス(Urcos),オ コ ンガ

テ(Ocongate)を 経 てキ ンセ ・ミル(Quince　 Mil)に 至 る もので ある。 しか し,こ

れ さえ も途中海抜4,600メ ー トルあま りの峠を こえ,急 な斜面 につ け られ たものであ

るため,雨 期 ともなれば しば しば通行不能 とな る。 この幹線道路 を除 けば あとはすべ

て徒歩 にたよらな ければな らない。 しか も,谷 がふかい,急 峻なV字 状で あるため,

この徒歩交通のための山道 も,尾 根 をへだてた,ふ たつの谷の間をむすぶ ものはほ と

んど発 達 してお らず,ひ とつの谷内での上下方向のみであ る。

　 したが って,こ れ らの谷 と谷 の間 を移動す るためには,マ ルカパ タ川 との出合いま

で谷 を下 って,そ こか らあ らためて登 るか,あ るいは谷 の源流部 まで登 り,そ こか ら

尾根を こえて,目 的の谷を下 るしか方法がない。いずれに して も,標 高差で1,000メ

ー トルか ら2
,　OOOメ ー トル の山道を徒歩で上下 する ことになる。

2.気 候 と 植 生

　は じめに述べたように,中 央アンデス地域はアンデス山脈の西側と東側とで対照的

な景観を示 し,太 平洋岸は海岸砂漠地帯,ア マゾン源流域は降雨林地帯となっている。
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これは主 と して,大 西洋側か らふ く湿気をふ くむ貿易風がア ンデス山脈 によって ほと

んど遮 断され るためで ある。 したが って,ア ンデ ス東斜面に位置するマルカパ タは全

体的に雨 の降 りやす い地域 といえるが,そ の領域が海抜約1,000メ ー トルの ア ンデ ス

山麓の低地 部か ら山頂部 の氷雪地帯までの幅広 い高度差を有 してい るため,高 度 に応

じて気候および植生 には大 きなちがいがみ られ る　 (図3お よび図4)。 この地域 の気

象 については,今 回の調査で は正確なデー タが得 られ なか ったが,キ ンセ ・ミル,ハ

トハ(Ccatcca),オ ヤチ ェア 〈Ollachea)の3地 点 のデ ータか ら,幅 広い高度差を もつ

マル カパ タ地 域のおおよその気象条件につ いて知 る ことがで きる(表1)。

　 さて,キ ンセ ・ミルはマル カパ タの領域の最下部 に近 い海抜600メrト ルあま りの

低地 に位置 してお り,そ の年 間降雨量は6,000ミ リメー トル以上 に達 し,平 均気温は

一年 を通 じて200C以 上
,湿 度 も90パ ーセ ン ト前後 で,高 温,'多 湿,多 雨な熱帯低地

の特徴的な気候を示 している。そのため,植 生的 には,こ の キ ンセ ・ミル付近 は典 型

図3 マルカパタおよび周辺部の植生(ONERN　 [1976〕を簡易化した)
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表1ペ ル ー 南 部3地 点 の 気 象 条 件*

QuinceMi1(Alt.620m) Ollachea(Alt.2,890m) Ccatcca(Alt.3,726m)

月

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

平均
(計)

平均
気温

23.0

22。8

23.1

22.7

22.1

21.1

20.7

21.3

22.7

22.0

23.2

22.9

22.3

最 高
気 温

28.1

27,7

28.2

28.1

27.1

26。2

25.8

27.1

28.7

28.6

28.5

27.8

27.7

最 低
気 温

19.6

19.7

19.5

19.1

18.6

18.0

17.0

17.7

18。3

19.1

19.3

19.6

18.8

雨 量(
mm)

835.3

740.8

656.8

451.4

330。4

367。9

325.2

314。2

329,8

606.6

549,6

901.2

534.1
(6409.2)

湿度
(%)

91

90

90

89

89

90

90

88

86

88

88

90

89

月

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

平均(
計)

平均気温

12.6

12.6

12,5

12.5

12.O

11.0

11.2

11.4

12.O

12.4

12.6

12.5

12.1

最 高
気 温

17.5

17.5

17.7

18.1

18.2

17.9

17.9

17.3

18.2

18.3

18.2

17.5

17.9

最 低
気 温

8.7

8.8

8.5

7.9

6.7`

6.1

5.5

5。9

6.7

7.7

8.2

8.5

7.4

雨 量
(mm)

231.2

193.2

163.4

96.7

18.4

14。2

13.5

41.8

41.5

76.2

81.3

164.6

94。7

(1136)

湿度
(%)

86

87

87

86

84

81

82

82

81

84

84

85

84

月

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

平均
(計)

平均気温

9.5

9。4

9.3

9.4

8.6

7.9

7.2

7.9

8.7

9.9

10.4

9.8

9.0

最 高
気 温

14.3

14。1

14.5

15.7

15.6

15.5

15.1

15.3

15.6

16.1

16.3

15.0

15.3

最 低
気 温

3。9

4.1

3.4

2.1

一LO

一2 .8

一3 .6

一一1.3

1、2

2.9

3.3

4.O

1。4

雨 量
(mm)

104.1

ユ27.4

95.1

44.1

10.9

2.2

4.5

12.8

19.4

31.7

46.7

92.6

49.3
(591.5)

湿度(%)

75

78

77

74

68

62

62

65

65

65

68

72

69

圖

u窪

*ServicioNacionaldeMeteorologiaeHidrologiaの 資 料[1964-1976]に も とつ く。
㎝
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図4　 高度による植生の変化とおもな集落

　　　(英語による植生ゾーンは図3に 対応する。 日本語によるものは

　　　筆者の観察にもとつくものである)

的 な熱帯ない しは亜熱帯降雨林地帯 とな っている。マル カパ タの領域 は,海 抜 約1,000

メ ー トルのサ ン ・ペ ドロ(San　 Pedro)村 か らは じまるが,こ のあた りも,樹 高30メ

ー トル くらいに達する喬木 が多 く
,ま だ亜熱帯低地 降雨林地帯的な景観を示 している,

　 この森林は,高 度を ます につれ,次 第に構成樹種が変化 し,樹 高 も低 くな って,亜

熱帯山地降雨林的な景観を示す ようになる。それは海抜2,400メ ー トルちか くまでつ

づ き,海 抜約2,400メ ー トルの村,コ チ ャ(Cocha)周 辺 では,ま だアマゾ ン源流域 な

一どの低 地部 に特徴的な ウコギ科(Ar繭 壇㏄ae>の0解 吻 πακ5P・ や 珈 功卿 κ.sp.が み

られ る。

　 つ ぎに,オ ヤチ ェアのデ ータを参考 にプエブ ロ ・マル カパ タ付近の様子 を概観 して

み る。オヤチ ェエはプエブロ ・マルカパタ(海 抜3,100メ ー トル)と は尾根 ひとつへ

だてた,や は りア ンデス東斜面 に位置 してい る村 で標高(2,890メ ー トル)も ほぽ等

しい。 この表によれば,オ ヤチ ェアではキ ンセ ・ミルに くらべ,雨 量は1/5ほ どで,

気 温 は約10度 ひ くく,月 平均気温の年 較差は小 さ く,年 平均気温はll～12。Cで ある。

また,雨 量は5月 か ら9月 にか けての5カ 月 間は50ミ リ以下の乾燥月がつづ く。

　 筆者が得 たプエブロ ・マルカパ タの気温 のデ ータもほぽ同 じ結果 を示 してお り,日

較差 も10。C前 後であ る4)。 雨量 につ いて も,同 じような傾向を示 す ものとみ てよ く,

4)プ ェプロ ・マルカパタの保健所に設置した自記温度計によれば1978年11月 か ら1979年3月 ま

での同地の平均気温は13。Cか ら14。Cの 範囲であった。 しかし,こ れは室温であるため,じ

っさいの気温はこれより1～2。C低 くなる可能性がある。また,日 較差については,筆者が滞在

した期間のうちでもっとも大きくなる8月 から9月 にかけての期間でも,最 低気温が5～80C,

最高気温は14～21。Cで,最 大の日較差は160Cで あ った。
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4月 か ら9月 ころまでが乾期(chirau),10月 か ら翌年の3.月 ころまでが雨期(poqoy)

で あ る,と される。 なかで も1月 か ら3月 まで は もっともよ く雨 が降 り,と くに この

時期はママポ コイ(mamapoqoy)と よ ばれ る。

　 これ らの気 象デ ータのなかで,湿 度 について はプエブロ ・マルカパ タとは若干異 な

ってい るとお もわれる。 オヤチ ェアの湿度 は年間を通 じて80パ ーセ ン トを下 ることが

ないが,プ エブ ロ ・マル カパ タ付近は さらに湿度 のたか い地域であ るとお もわれ る。

筆者がプ ェプ ロ ・マルカパ タで得たデー タによれ ば,11月 か ら3月 にかけての雨期の

湿度 は957xo　一一セ ントをほとんど下 ることがな く5),ま た乾期で もきわめて霧の発生 し

やす い,ア ンデス東斜面特有 の雲霧層 に位置 してい るか らで ある。

　 このような特徴を もったプエブロ ・マルカパ タ付近 の植生は,一 般にセーハ(c(}ja),

も し くはセ ーハ ・デ ・モ ンターニ ャ(c(ja　 de　montafia)と いわれ る雲霧林を形成 し

てい る。 そ こで は樹高10～15メ ー トル くらいの木がかな り密生 して いて,そ の樹冠お

よび幹が コケ類,着 生 ラン,パ イナ ップル科の植物な どによ って おおわれたモス ・フ

ォレス ト的な 森林 を 形成 して いる。 マル カパ タでは,こ の雲 霧林帯 は海抜2,500～

2,600メ ー トルあた りか らあ らわれ,3,000メ ー トル前後で卓越 し,海 抜3,200～3,300

メ ー トル あた りまでつづ く。

　 ただ し,こ の雲 霧林帯 あた りか ら谷の斜 面を利用 した大規模な階段耕地,ア ンデ ネ

ス(andenes)が あ らわれて くるため,現 実の景観 と して は谷の南北両斜面で きわだ

った対照を示す。す なわち,南 む きの斜面は典 型的な雲霧林を形成 してい るが,北 む

きの斜面 は全 面耕地 として利用 されてい るのである。 この雲霧林が卓越 している海抜

3,100メ ー トルの高度 はマル カパ タの 中心地,プ エブ ロ ・マル カパ タが位置 している

と ころで,ま た主作物である トウモロコシとバ レイ ショ栽培 ゾー ンの境界 とな ってい

る重要 なところであ る。 したが って,プ エブロ ・マルカパタ周辺部 については,以 下

にす こし くわ しくみておきたい。

　 フ。エブ ロ ・マル カパ タは東には りだす尾根上 に位置 してお り,こ の尾根 の両側 にも

やは り東西 に走 る大 きな尾根があ る。 した が って,そ こは,南 北両側 にそれぞれ小 さ

な谷をへだてて,大 きな斜面が迫 っている ことになる。そ して,こ のふ たつの斜面が

ま った く,対 照的な景観を示 している(写 真2)。 図5は これを具体 的に示 した もの

で,こ の図で ア ラス(Araz)川 をへだてて,あ い対す るふたつの斜面 も景観 的にはか

な りちが っている。ア ラス川の右の斜面は,先 述 した 自動車道路が横切 ってお り,こ

5)た とえば,こ の期間のうちではもっとも湿度が低いとかんがえられる11月の日中でも測定 し

た14日 間のうちで90パ ーセント以下の日は1日 だけで,し かもそれは89パ ーセントであった。
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写真2　 プエブロ ・マルカパタ周辺の景観

　　　 写真中央の集落がプエブロ・マルカパタ。右側の斜面は階段耕

　　　 地で左側は雲霧林となっている

の道 路開通後放棄 された耕地 で,現 在一部 に耕地がみ られ るものの,大 部分は森林で

ある。 そ こでの構成樹種をみると,Bracnjotum　 quinguenerueやMicohia　 sp.(ノ ボ タン

科),Baccharis　 genistellδides(キ ク科)な どの灌木ない しは小灌木 がほとん どであ る。

ゼ っぽ う,左 岸 の雲霧林 はPol21epis　 racemoeα(バ ラ科),角6加 鋤sp.(ア カバ ナ科)な

どがみ られ,ま た直径40～50セ ンチーメー トルに達 す る木 も多く,一 極相林で あるとか

んがえ られる。つ まり,前 者 は二次植生で あ り,後 者はほ とんど人手 が加わ って いな

図5　 プエブロ・マルカパタ周辺部断面図
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い ことをよ く示 してい る。

　 ア ンデネスのあるところは北むきの斜面で,イ ンテ ィチ ョッカ(intichoka)と よば

れ る。イ ンテ ィとは,太 陽の ことで,陽 あた りの良い部分 をさ してい る。い っぽう,

雲 霧林のみ られ るあた りは ソカ(soka)と よばれ る。 寒さのため に何 もできないとこ

ろであ る。 また,こ のソカの下部,ア ラス川流域の平坦地 も,や は り寒さのため,

草 地帯 とな って いて,こ の部分はカチ ュバ ンバ(kachubamba)と い われる。バ ンパ

(bamba)は,な だ らかな平坦地 をさす地形的概念であ り,カ チ ュ(kachu)は 雑草 で

あ り,雑 草 しか生えない平 坦地,と い うような意味で ある。 とにか く,こ のようにプ

エブロ ・マル カパ タ付近では斜面 の向 きが農業 に大きい影響を与えている ことが うか

がえ る。

　 雲 霧林 の上限 は谷 によって若干異 なるが,海 抜3,200メ ー トル～3,400メ ー トル あた

りか ら,樹 高せ いぜい1～2メ ー トル程度の灌木ない しは小灌木がめだつよ うにな る。

Baccharis　 sp・,　Checguraga　 sp.(キ ク科),　Brach70tzam　 sp.(ノ ボ タ ン科),・Berberis　sp.

(メ ギ科)な どの灌木で ある。 これ らの灌木類は海抜3,800～3,900メ ー トル くらい ま

でみ られ るが,そ の ような高地 では乾燥 と低温のため,そ の分布は川の流域などにそ

った窪地状の谷間に限定され,そ の周囲は草原地帯 となってい る。

　 と ころで,こ のあた りの気象条件をハ トハ(海 抜3,726メ ー トル)の デ ータを参考

にみてみ よう。気温はひ くく,と くに5月 か ら8月 にか けての乾期は最低気温が氷点

下 になる。 また,こ の時期 の気温の 日変化は大 きく,20。Cち か くに達 し,熱 帯高地

の特徴を よ く示 している。 降雨量,湿 度については,図4に 示されているようにハ ト

ハが ア ンデス東支脈 の西側 に位置 しているた め,そ のデー タをそのままマル カパ タ地

区の高地 部にあて はめることはできない。 しか し,キ ンセ ミル,オ ヤチェアのデータ

との比較か ら,ア ンデ ス東斜面 に位置す るマル カパ タは,低 地部か ら高地 部へゆ くに

つれて,降 雨量 は減少 し,降 雨 量のおおい雨期 とす くない乾期 に明瞭 にわ けられ るよ

うにな り,気 温 につ いて も低 くなるだ けで な く,日 較差が大 き くなる,な どの傾 向が

うかがえる。

　 さて,草 地帯は,地 形 との関連でい うと,V字 谷か らU字 谷 にかわ るあた りか ら

であ り,し たが って,ま ば らに灌木の はえ るせまい谷 をつ めてゆ くと急に谷 がひ らけ

て草地帯 となる,と いった状態 にある。 海抜4,700～4,800メ ー トルまでつづ く草地

帯 は,4,400～4,500メ ー トル あた りの標高でふたつにわけ られ るようである。 イチ ュ

(ichu,　Stipa　spP・)と い うイネ科 の植物が優 占す る4,400～4,500メ ー トル までのゾー

ン,そ れか ら4,700～4,800メ ー トルまでのLuzula　 sp.(イ グサ科),　Alchemilla　sp.(バ
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ラ科),恥 嫌 励 θsp。(ア オイ科)な どの高 山植物が優 占す るゾー ンである。 マル カ

パ タで,こ れ以上の 高度を もつ ところは ア ウサ ンガテ山群周辺のみで,そ こは標高

5,000メ ー トル前後 のツ ン ドラ地帯 と氷雪地 帯 とな って いる。

皿.マ ル カパ タの 概況

1.マ ル カパ タの歴 史

　マルカパ タの歴史 については,今 回の調査で はほとん ど資料が得 られなか ったため,

くわ しい ことは明 らか に しえなか った。 しか し,マ ル カパ タの高地 部には,随 所 に遺

跡がみ られ,村 人 によれば,そ れ らはすべて イ ンカ,も し くはプ レ ・イ ンカ時代 の も

のであ るとい う。 また,佐 藤 によれば,調 査期間 中にもこれ らの遺跡か らイ ンカ時代

の土器片 が採集 された,と いう。 これ らの ことか ら,イ ンカ時代にはすでにマル カパ

タにはかな りの集落 があ った とみてよさそ うである。

　 じっさい,16世 紀 の年代記作者,シ エサ ・デ ・レオ ンの記述 のなか に,マ ルカパタ

の名が見 られ る。それは,つ ぎのような ものであ る。

　　 イ ンカ帝国10代 目の王,「 イ ンカ ・ユパ ンキは,東 方の,数 日の行程 のところに,

　 人 口の多い大 きな地方 があるとい う,耳 よりな情報 を得 た。 この知 らせを得 て,彼

　 はそれを発見 したい と思 い,前 進 した。 しか し,ク ス コで なにか暴動が起 きた とい

　 髪報告を うけたので,マ ルカパ タと一い ケ町に到着 していたが大急 ぎで クヌ コに戻 り,

　 そ こに数 日止 まった」[シ エサ ・デ ・レオ ン　 1979(1553):234]。

　 この記述か ら判断す ると,イ ンカ時代 には,す でにマルカパタには町が あり,ま た

イ ンカ帝国の中心地 クスコとも何 らか の関係を もっていた ことが うかがえるのであ る。

　 なお,こ の記述 にみ られ る 「マルカパ タとい う町」は,現 在 のプエブ ロ ・マル カパ

タであ るとかんがえ られ,現 在 もこの村 だけがマル カパ タの集落のなかで,ケ チ ュア

語で町,村 を意味するヤクタ(11acta)と よばれてい る。その後,土 地 の所有権を示す

登記証,テ ィ トゥロ(titulo)に は,1623年 にすで にマル カパ タの土地 の境界が明示 さ

れてお り,そ の領域 は現在 のマル カパ タ地 区にほぼ対応 してい る。

　 現在の村人が記憶 している範囲 内でのその後 の大 きな変化は 自動車道路 の開通 のよ

うであ る。村人の話 によれば,1937年 か1938年,ク スコか らウル コスを経て,キ ンセ ・

ミル に至 る自動車道路 が開通 した。それまでは,プ エ ブロ ・マルカパ タか らウル コス

まで徒歩で1週 間前後要 したといわれ るが,現 在 は トラックで普通な ら1日 足 らずに
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な った。 この道路開通はマルカパタか らクスコなどの都市部へ のアプ ローチを容易に

しただ けではな く,都 市部か らの物 や人 の移動 も容易に した。その結果,一 部地域で

は経済的 ・社会 的変化 をひきおこしてい る。

　 その,も っと も顕著 な例 は,こ の 自動車道路 ぞいの低地部で,そ こは この道路開通

後,プ ーノ,シ クアニ(Sicuani),ク ス コなど,マ ル カパ タ地 区以外(2)地 域 か ら移住

して きた者 たちで占め られてい る。現在の ところ,彼 らは マルカパ タの農牧民 とは日

常生活 の場 において,社 会的 ・経済的 ・宗教的に,ほ とん ど関係を もたないため,そ

の影響 は最小限に とどま っている6)。 この 自動車道路の開通は プエブロ ・マル カパ タ

」の住人 にもかな りの影響 を与 えたが
,そ れは次節以下で述べ ることにする。

　 いずれ にして も,こ の 自動車道路 には不定期に通 う乗 り合い トラ ックしかな く,し

か も,雨 期 には しば しば通行不能 となる。 また,マ ルカパ タの農牧民の居住地 の大半

は,こ の自動車道路か らも徒歩で1～2日 の距離に散在 してお り,そ れ らは現在 なお,

隔 絶された地域 とな ってい ることにかわ りはな い。

2.コ ム ニ ダ と集 落

　 さ きに,マ ルカパ タ地 区の領域面積は約2,000平 方 キ ロメー トル,人 口が約6,000

人 と述べた。 しか し,じ つの ところ,マ ル カパ タ地区の くわ しい地 図はまだな く,人

口にかんする信頼 できるデ ータも今回の調査で は得 られなか った。 そのた め,上 記の

数値は村人 の情報 をもとに推定 した きわめて おおまかな ものである。 もうす こ しくわ

し く述べると,領 域の面積 については,右 およそ1,700～1,800平 方 キロメー トル と

算出で きるので,人 口密度 は3～4人/km2で あ ろう。1961年 の セ ンサスによれば キ

ス ピカンチス郡全体で は,そ の面積は約7,200平 方 キロメー トル,人 口は約7万 人で,

人 口密度は約10人/km2で あ る[INsTITuTo　 NAGIoNAL　 DE　 PLANIFIcAcIoN　 1969:

258]。 したが って,マ ルカパタ地区 はキス ピカ ンチス郡のなかで もかな り人 口の稀薄

な地域であるといえ る。

　 さて,マ ルカパ タ地 区(Distrito　 Marcapata)'は,行 政的には,さ らに4つ の地域

にわ け られ る。 マルカパ タ ・コヤナ(Marcapata　 Colla4a),ブ イ カ(Puica),サ ワ ン

カイ(Sawancay),コ ヤ スー ヨ(Collasuyo)の4つ の コムニダ(Comunidad)で あ る。

この4地 域は,コ ムニダ とよばれてい ることで も明 らかなよ うに,た ん に行政上の区

6)宗 教的には,こ の地域の住民のほとんどがカ トリックであるのに対し,こ の低地部の住民は

　 プロテスタント系のアドベンティスタである。したがって,彼 らはマルカパタでおこなわれる

　 祭などにも参加 しない。
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画であ るに とどま らず,そ れぞれ村落共 同体的 な性格を もっている。

　 じっさい,マ ル カパ タの住人 の表現 によれば,マ ルカパ タはタ ワンテ ィン ・アイユ

ウ(tawantiri　 ayllu:4つ の アイユ ウ)か らな ってお り,コ ムニダ はア イユ ウである,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 アイユウ

とい う。ア ンデス村落の構成単位である部落組織 は,そ の起 源をイ ンカ時代以前 にま

でさかのぽ って求 めることがで き,ク ス コ県 のチ ンチ ェー ロ(Chinchero)で は現在

もアイユ ウはその地域の住 人の第一次 的生活領域 として意識 され,実 際に保持 されて

い る,と され る[三 浦 　 1963:2]。

　 マルカパタの場合 も,各 コムニダ ごとに,守 護聖人 もしくは 主要聖人(Patr6n

Santo)を 祭 祀 してい る。 また,毎 月末 に各 コムニダ ごとに コムニダの総会,ア サ ン

ブレア(asamblca)が お こなわれ,そ れに出席す ることが コムニダの構成 員,コ ムネ

ロ(comunero)の 義務 とされ る。 このアサ ンブ レアで は,コ ムニダにあ る道路 や学校

などの補修 にた いす る共同労働,フ ァイナ(faina)の 日程や役割が決定 され る。 さ ら

に,後 述 するよ うに共同耕地の管理,運 営 に際 して も,コ ムニダの規 制が働 いている

のである。

　 また,比 較的最近 まで,コ ムニダの境界 を毎年定期的 に巡回 してまわるデス リンデ

(deslinde)が お こなわれていた。デス リンデは,原 則 として コムニダの成人 男子全員

が参加 し,メ ステ ィーソは馬に乗 り,イ ンデ ィオは徒歩で,食 事 を もち,楽 団 をひき

つれて,境 界(1indero)を み てまわる行事で ある。 これは,境 界の不 明確 なと ころに

石 や土塊 を置いて ゆ く作業で,普 通数 日か ら約1週 間を要 した,と される。ときに,

この境界 をめ ぐってデ ス リンデの最 中に も,隣 …接す るコムニダの人間とはげ しい争い

がお こったといわれ る。 これ らの ことか ら,マ ル カパ タにおいて も各 コムニダ の領域

はそ こに成員権を もつ コムネロに とって,彼 らの生活領域 として,つ よ く意識 されて

い ることが うかがえよう。

'マ ルカ2・eタの4つ の コムニダの領域 は
,図6に 示すよ うに基本 的に川 ない しは尾根

に よって,そ の境界が区切 られている。マル カパ タ ・コヤナの領域 は,ラ ッコ(Lacco)

川左 岸 か らチ ュンピ(Chumpiま た はChumpe)川 流域 にか けての地域で ある。サ ワ

ンカイは,こ のラ ッコ川 とコヤスー ヨ川 の間 に位置す る地域 で,マ ルカパ タ ・コヤナ

とは ラッコ川で,コ ヤスー ヨのコムニダ とは コヤ スー ヨ川で 区切 られて いる。 コヤス

ー ヨの領域 は
,コ ヤスー ヨ川左岸か ら東部の地域 にある。

　 ブイカの領域 は,お おまかにい って,マ ル カパ タ川 とその支流,ア ラス川流域にあ

たると ころであるが,そ の領域 は高地 ブイカ(Puica　 Alta)と 低 地 ブイカ(Puica　 Baja)

の ふた つにわけ られ る。高地ブイカはアラ ス川 上流域にあたる地域 で,海 抜約3,000
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メー トルのところに位置す るオ ビスパ タ(Obispata)村(Upispataと も いう)か ら

下 は海抜約2,400メ ー トルあた りまでの右岸 がその領域 とな る。 低地 ブイカは,海 抜

2,000メ ー トル あた りか ら下 部のマルカパ タ川流域であ る。 この高地 フ。イカと低地ブ

イカの中間地帯 にあた る,コ チ ャ(Ccocha)か ら テ ィオ(Tio)ま で の マルカパ タ川

左岸 は,マ ル カパ タ ・コヤナの領域で,右 岸は コヤスー ヨの領域 となってい る。

　 さきに地形の ところで,マ ル カパ タ川は海抜約2,000メ ー トルか ら3,000メ ー トルあ

た りで4本 の大 きな支流にわかれ,そ の谷はいずれ もふか く,急 峻で あると述 べたが,

マ ルカパ タの4つ の コムニダ は基本的 にこれ らの谷や尾根 にそ って区切 られてい るの

である。 そ して,マ ルカパ タ地区 の境界は,三 方がア ウサ ンガテ 山群 およびその尾根

とな って いることか ら,こ れ らの コムニダはいずれ もその領域の最上端部が海抜5,000

メ ー トル に達 してい る。

　 い っぽう,そ の領域の最下端部 は,低 地プ ィカをのぞ くと,す べて海抜2,400メ ー

トルか ら2,600メ ー トル あた りに集中 してい るのである。 した が って,4つ の コムニ

ダ の領域 は海抜2,500メ ー トル あた りか ら5,000メ ー トルまでのす くな くと も2,000メ

ー トル あまりの高度差を有 して いることにな り
,各 コムニダの村落共同体 的な性格 を

かんがえ るとき,こ れは利用可能な高度域が等 しい という点で注 目に値す る。

　 ところで,こ のよ うな各 コムニダの領域内に,数 戸程度の小 さい集落か ら100戸 ほ

どの比較的大 きな集落が散在 してい る。 マル カパ タ全体 と して は,集 落 は海抜1,000

メ ー トル あまりの ところか ら4,300メ ー トル あま りのところまで幅広 く分布 して いる。

一しカ≧し,一一本稿で研究対象 として いる農 牧民 の集落の抵 とんどは,'3i-000ヲ ーL一トノレ以上

の高地 にあ り,と くに3,400～3,500メ ー トルか ら4,000メ ー トル あた りの高 度域 に集

中 して いる(表2)。

3.　 ミ ス テ ィ と イ ンデ ィオ

　前節で述べたよ うに,4つ の コムニダは,す べて海抜2,600メ ー トルあた りで,そ

の領域の下部が接 しているが,こ の ちか くにマル カパ タの中心地,プ エブ ロ ・マル カ

パ タがあ る。そ こは3本 の大 きな谷が合流すると ころで,し か もそれぞれの谷 に各 コ

ムニダの集落が散在 して いるため,プ エブ ロ ・マルカパ タは ちょうど4つ の コムニダ

の扇のかなめ的な ところに位置 してい ることになる。先述 したよ うに,マ ル カパ タで

はプ エブ ロ・マル カパ タだ けがヤクタ(llacta),他 の集落は一般 にセク トール(sector)

と よばれてお り,こ の村が もつ特異な性格 が うががえる。

　 「ペルー ・ケチュア地名辞典(Top6nimos　 Quechuas　 del　Per丘)」 によれば,マ ル
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衷2　 主要村落と入口(マ ルカパタ保健駈の資料[1979年10月]に よる)

コ ム ニ ダ

Marcapata 

Collana

Sawancay

Collasuyo

Puica

主要村落名

Marcapata 

Chumpi 

Lacco 

Chile chile 

Canchapata 

Chiquis 

Layampampa 

Huaracconi 

 Tillpa 

Chillemocco 

Yanaccocha 

Yanacancha 

Capire 

 Huayllayoc 

Coline

海 抜(m)

3,100

4,　OOO

3,800

2,100

3,700

3,400

?

4,　300

3,500

3,500

?

?

2,　600

3,500

4,000

マルカパタか ら
の距離(徒 歩に
よる所要時間)

　3

　4

　4

　3

　1

　6

16

　7

8

12

14

　5

　1

　6

人 口
周辺の集落を
含む

713

456

343

220

323

262

288

255

247

213

233

273

244

240

289

教 師 数

14

　2

　1

　3

　1

　2

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　2

　1

　1

(注)こ の資料は学校のある比較的大きい村にかぎられている。村の標高は筆者が高度計で測定 した。

カパタのマルカ(marca)は 集 落を,パ タ(pata)は 台 地 とか高い ところを意味す るこ

とばで,マ ルカパ タは 「高台の集落」の意で ある,と され る[EsPINozA・1973:282]。

この字義どお り,プ エブ ロ ・マル カパ タはま さしく,三 方 が急坂 ない しは崖状 にな っ

てい る尾根上に位 置す る村であ る。 さきの図5に 示 した ように,ア ウサ ンガテ山群か

ら東 には りだす この尾根 の北側は標高差200～300メ ー トル の急傾斜 地 とな ってお り,

南 側 もほとん どの ところで崖 にな ってい る。また,こ の尾根 の東端部 も,ア ラス川 と

チュ ンピ川の合流点に切れ落 ちて いるのであ る。

　 さて,プ エブ ロ ・マルカパタは図7に 示す ように東西に走 る通 りを中心 に格子状 の

プ ランを もってお り,約100戸 の住 居のほか,こ の町の西端 高台には,町 をみおろす

ように小聖堂(capilla)が 位 置 し,東 端部 には広場(plaza)が あ る。 この広場 のまわ

りに教会,保 健所,、学校,村 役 場,農 業指導員詰所,地 方教育委員会等 の公的機関な

らびにその出張所があ る。そのほか,マ ルカパ タのなかで,こ のプエブロ ・マルカパ

タだ けでみ られ る もの に鄧 便局,警 官派 出所,数 軒の商店などがある。

　 これ らの商店 で売 られて いるものについてみると,パ ン,塩,砂 糖,コ カ,酒,灯

油,衣 類,菓 子類,衣 料,清 涼飲料水,医 薬品な どで ある。 このほか,時 々これ らの

店頭 には小量のタマネギ,ニ ンジン,キ ャベッ,ニ ンニクな どの野菜類 がみ られ る。

また,広 場 では,日 曜 日などに ミカ ン,バ ナナ,パ イナ ップル,ア ボカ ドな どの熱帯
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低地の産物が売 られ ることがあ る。 これ らの うちで,マ ルカパタの農牧民 にとって必

要不可欠 といえるものは塩 とコカくらいで ある。 また,マ ルカパ タでは これ らの商店

以外マーケ ットといえ るものはま った くみ られない。すなわち,す くな くとも食料 に

かん しては自給 自足 してお り,自 給で きない場合で も,交 換などによりその地 域内で

の自給 自足 につ とめてい ることが うか がえるので ある。

　 さて,一 般にプエブ ロ ・マル カパ タの住人は ミステ ィ(misti)と よ ばれ,　 この村

以外 の住人 は ル ナ(runa)と よ ばれ る。 これはスペイ ン語 でそれぞれ メステ ィー ソ

(mestizo),イ ンデ ィオ(indio)に 相 当す る言葉であ るといわれる。 さらに村 入たちの

表現 によれば,ミ ステ ィはケチ ュア語 のほか にスペイ ン語 も話せ る人の ことであるの

に対 し,ル ナはケチ ュア語だ け話 し,と くにルナの女性 はモ ンテ ーラ(montera)と

よばれ るこの地方特有 の帽子や衣服を身 につ けている,と され る。

　一般 にメステ ィー ソは白人 とイ ンデ ィオの混血 と解されているが,マ ルカパ タでは

そのような人種的なちがいよ り,む しろ経済的,文 化的な条件 によって区別 されてい

るようにおもわれ る。 この点 につ いて は,佐 簾によ って詳 しく検討 され る予定 なので,

本 稿では一応,ル ナをよ り伝統的な農牧生活をお くって いるインデ ィオの こと とし,

ミステ ィは経済 的,文 化的 に変容を うけた人 たちで あると してお こう。

　 じっさい,プ エブロ ・マル カパ タの住 人の家族の なか には,リ マや クスコな どの都

市部で生活す る者 も多い。また,先 述 した 自動車道路開通後,季 節労働者 と して道路工

事に従事 した り,プ エル ト・マル ドナ ド(Pto.　 Maldonado)な どに一 時的に移住 、し,

カ スタニエ ロ(castafiero)と よ ばれ るカスターニ ャ(ブ ラジル ・ナ ッツ)採 集人 と し

て出稼 ぎにゆ く者 も少な くない。つま り,ミ ステ ィは程度の差 こそあれ,つ ね に外部

社会 の影響 を うけてい るのであ る。それに対 し,イ ンデ ィオはマルカパ タ地区 内,そ

れ もそれぞれ が成員権を もつ コムニダ内に,ほ とん どその生活範 囲がか ぎ られ る。

　 しか し,生 業 の うえでは,ミ ステ ィを も含 めて マル カパ タの住民 の犬半 は,農 業 お

よび牧畜 をお こな って生計をたてている。表3は,プ エブロ ・マルカパ タの住民 の う

ち,調 査 ので きた64世 帯中耕地および家畜 を所有す る54世 帯のそれぞれの内訳 を示 し

た ものである7)。 これによ って も,明 らか なように,ほ とんどが トウモロコシ,バ レイ

ショの耕地を もち,家 畜 も所有 しているので ある。すなわち,外 部社会の影響 をつ よ

くうけ,貨 幣経済 にま きこまれているとかんがえ られ る ミステ ィで さえ も,そ の食糧

に関 しては自給 自足的傾向がつよい とかんが え られ るのであ る。

7)耕 地も家畜ももたない,の こりの1Q世 帯の職種の内訳は　カスタニエロ3,商 人3,大 工

1,鄧 便局員1,不 明2で ある。
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表3プ エ ブ ロ ・マ ル カ パ タ の 世 帯(1979年3月)

世帯
番号

所 属
コム

ニ ダ1)

世 帯 の 人 数2)

男

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

10 

11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 

21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 

31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 

41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 

51 
52 
53 
54

S 
S 
C 
M 
M 
S 
S 
S 

M 
P 

P 
P 
S 
P 
P 
P. 
P 
M 
M 
M 

M 
M 

M 
M 
M 
M 
M 
P 

M 
P 
P 
S 
P 

M 
P 

M 
P 

P 
P 

M 
M 
M 
M 
M 
S 
S 

M 

M 
M 
S

4

3

4

2

2

1

1

2

2

1

2

0

4

2

5

1

4

2

3

1

2

1

1

1

2

4

1

2

、1

4

1

3

4

2

1

2

1

1

4

4

2

6

1

2

1

4

2

3

3

1

3

4

1

0

計

女

3

3
4

1

3

1

2

4

3

1

3

1

2
2

1

2

1

5

2

3

1

3

0

3
3

3

3

2

0

4

5

3

1

1
0

2

2

0

3

2

5

3

1

1

1

1
0

2

2

1

3

2

0

3

計

7
6
8
3
5
2
3
6
5
2

5
1
6
4
6
3
5
7
5
4

3
4
1
4
5
7
4
3
1
8

6
6
5
3
1
4
3
1
7
6

7
9
2
3
3
5
2
5
5
2

6
6
1
3

バ レイ

1ショ3)

10

　2

10

　4

　5

10

10

　6

　8

10

10

15

20

　5

10

10

20

10

　1

　4

　2

　4

　4

　4

　1

　3

　5

　7

　2

　2

　4

　5

16

　6

10

10

10

　6

　2

　7

20

　9

　4

　4

　3

　6

10

　1

　2

　6

　6

　2

363

ト ウ

モ ロ

コ シ4)

8

　1

5

6

　1

　5

　5

　2

　3

　1

　3

　6

　5

　3

　4

　6

10

　3

　2

　2

　1

　2

　2

　1

　1

　3

　2

　5

　1

　1

2

1

4

4
5

4

5

2

5

8

4

5

3

4
4

2

4

1

3

4

1

167

ウ マ

　2

10

3

6

1

2

1

2

4
5

6

1

1

4

4

4

1

1

10

　2

　8

6

3

8

1

6

1

]5

118

リャマ

2

2

ア ル
パ カ

　5

15

10

20

　3

53

ウ シ

5

13

30

　8

　3

10

　3

14

13

10

10

　1

　7

30

14

15

3

4

20

4

60

15

13

　1

　1

　2

10
　1

　5

334

ヒツ ジ

20

2

4

6

4

12

3

3

2

56

備 考

役場勤務
カスタニエロ
教師

商店経営
運転手
カスタニエロ

商店経営
カスタニエロ
商店経営

大工
運転手
運転手

運転手

I
I保健所勤務

1商店経営

カス タニエロ

1)S:サ ワ ンカ イ,C:コ ヤ ス ー ヨ,　M:マ ル カ パ タ ・コ ヤナ,　 P:ブ イカ,無 記 入 は無 所 属

を示 す 。2)世 帯 主 を ふ くむ 。　 3)単 位 はsaco(馬 用 の 輸 送袋 に種 イ モ をつ め た1袋 分)　 4)

単 位 は ア ローバ
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　 と ころで,プ エブ ロ ・マル カパ タは領域の うえではマル カパタ ・コヤナに位 置 して

いる ものの,そ の住 人が成員権 を もつ コム斧 ダはさまざまである。すなわち,こ の村

には,表3に も示 されてい るよ うに,マ ル カパ タ ・コヤナだけでな く,ブ イカ,サ ワ

ンカイ,コ ヤスー ヨなどの コムニダ に成員権を もつ人々が住 んでいる。かつては,こ

のプエブ ロ自体が4つ の区画 にわけ られ,各 区画はそれぞれの コムニダが所有 す ると

ころであ り,そ の コムニダに成 員権 を もつ人間だ けが居住 していた,と され る。

　 その後,こ れ は異 なるコムニダに属 してい るコムネ ロ間の結婚 などによ って くずれ,

現 在 はその区画 もあいまいな もの とな って いる。 しか し,イ ンデ ィオにか ぎってみる

と,現 在 なお異 なるコムニダ間の通婚 関係 はないとされ,ま た他 の村 か らインデ ィオ

が このプエブ ロにきた ときは,お な じコムニダ に属 してい る ミステ ィのところで食事

を提供 して もらった り,宿 泊 させ て もらうとい う関係が現在 もみ られ る。 また,さ き

に述べた コムニダ の集会,ア サ ンブ レアが毎月末の 日曜 日に,や は りこのプエブ ロ ・

マルカパタの4カ 所で,コ ムニダ ごとにおこなわれ る。 この集会 には,同 じコムニダ

に所属する ミステ ィとイ ンデ ィオは全員集 まる ことが義務づ けられている。

　 こうして みて くると,マ ルカパタの4つ の コムニダは,そ こに成員権を もつ ミステ

ィやイ ンディオの生活領域 としてつ よ く意識 されている ことなどか ら,お な じ地 区に

属 してい るとはいうものの,そ れぞれがま った く独立 した存在 とな っているようにお

もわれる。 じっさい,イ ンデ ィオは,日 常生活の うえで,ま った く他 のコムニダのイ

ンデ ィオとは交渉 を もたない。

　 同時に,こ れ らの コムニダはたんに行政的 におな じマルカパタ地区 に属 していると

い うだけではな く,あ るまとまりを もった地域社会を構成 している側面が ある。とい

うのは1イ グ レシア ・ワシチ ャイ(iglesia　 washichay)と よばれ る行事 が,そ れをよ

く象徴 しているとおもわれ るか らである。 この行事は,プ エ ブロ ・マルカパ タの教会

の屋根を5年 ごとにふ きかえ る儀礼的色彩 の濃い作業であ る。 この教会 の屋根は イチ

ュでふかれてい るが,こ の屋根を4等 分 し,各 コムニダが分担 した部分 をふ きかえ る

のであ る。 これまでみてきたように,マ ルカパ タで み られ る祭や共同労働が コムニダ

単位でお こなわれているのに対 し,こ の行事 は,ミ ステ ィもイ ンデ ィオを も含む地 区

内の全 コムニダの人 間によ って行 われ るのである。 いずれ に して も,プ エブロ ・マル

カパ タは,マ ルカパタ地 区の行政 の中心であ るばか りで な く,各 コムニダにとって も

政治,祭 祀の中心地とな っている。そ して,マ ル カパ タの4つ の コムニダは,こ の プ

エ ブロ ・マル カパ タを中心 として統合 され,ひ とつの地域社会を構成 しているので あ

る。
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Iv環 境　利 用

1.環 境区分と栽培植物

　 1)　 環 　境　 区　 分

　 これまで述べてきたように,マ ルカパタにおける自然環境はきわめて変化に富んで

おり,と くに高度の差による自然条件のちがいがいちぢるしい。この.ような高度によ

り異なる自然条件の特徴は,マ ルカパタの農牧民によって,明 確に認識,把 握され,

4,000メ ー トルにおよぶ高度差が利用されて,さ まざまな作物が栽培され家畜の飼養

がおこなわれている。以下にそれを具体的にみてゆこう。

　 表4は,マ ルカパタにおいて,栽 培されているのを直接観察することができた作物

とその栽培高度域を示したものである。聞きとりによれば,こ のほかにも若干の作物

が栽培されているものとみられるが,そ れ らはいずれもごくわずか栽培されているに

すぎず,重 要性 もひくいことから,こ の表の リス トでマルカパタの栽培植物の概要を

知ることができる8)。

　 この表に示されているよ うに,マ ルカパタ・における農耕限界は海抜4,200メ ー トル

あた りまでである。 それ以上の高地では寒さめため作物はで きないが,自 然の草原 を

利用 して リャマ(llama,　 Lama　 glama　 glama),ア ル パカ(alpaca,」Lama　 pacos)∫ ビッジ

な どの家畜が飼われ る。 このような農耕限界を こえた高地は,一 般に リテ ィ ・クチ ュ

.(riti　c斑d塑u)一と よ.ばれ一る皇

　 リテ ィ ・クチ ュは,ス ペイ ン語で はrinc6n　 de　la　nevadaに 相 当す るといわれ るこ

とか ら,厳 密には谷の源頭部,氷 河末端のす ぐ下あた りを示 してい る。そ こは,ほ と

んどの草本類が枯死 して しま う乾期 にあって も,氷 河か ら流れお ちる水 によ って,つ

ねに草地が維持 されてい るため,牧 畜 にと って きわめて重要 な ところとな ってい る。

したが って,こ のよ うな地域 と完全な氷 雪帯 を区別す る必要 のあるときは,そ れぞれ

リテ ィ ・クチ ュ,マ マ ・リテ ィ(mama　 riti)と よばれる。 村人 によれば,マ マ ・リ

テ ィは"大 量の雪"に 相 当す ることばであ る,と いう。

　 作物の栽培高度域 は,海 抜約1,000メ ー トルの低地か ら海抜4,200メ ー トル の農耕限

8)こ の表に示されていない作物のなかでマルカパタの農牧民に不可欠な作物としてコカ(coca・

Erythrex"ton　coca)があげられる。 コカはマルカパタでは低地部で栽培されているらしいが確認

できなかった。いずれにしても,そ の量はわずかで,マ ルカパタで消費されるコカのほとんど

はクスコからのもので,先 述 した商店で売られている。なお,野 生植物も重要で,プ ェプロ・
マルカパタ周辺部だけでも100種 類をこえる植物が利用され,そ の用途も薬用,香 料,燃 料,

飼料など多岐にわたる。
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表4　 マルカパタの栽培植物とその栽培高度域(1979年1月 ～2月)

一 般 名

(イ モ類)

バ レイ シ ョ

オ 　カ

オ ユ コ

イサ ー ニ ョ

ヤ コ ン

ラカチ ヤ

サ ツマ イモ

*サ トイモ

マ ニオ ク

ア チ ラ

　 (穀 類)

　トウモ ロ コ シ

キ ヌ ア

(豆 類)

*ソ ラマ メ

タル ウ イ

イ ンゲ ンマ メ

パ ッカ イ

(果 物 類)

ペ ピー ノ'

カプ リ

アボ カ ド

パ パ イ ヤ

パ イ ナ ップ ル

グ ラナデ ィー ヤ

グ アヤ バ

*柑 橘 類

*モ 　モ

(そ の他)

カ ボチ ャ

　 トウガ ラ シ

*バ ナ ナ

*サ トウキ ビ

*コ ー ヒー

ア チオ テ

　 トマ ト

タバ コ

*タ マ ネギ

*キ ャベ ツ

学 名 現 地 名

Solanum spp. 

Oxalis tuberosa 

Ullucus tuberosus 

Tropaeolum tuberosum 

Polymnia edulis 

Arracacia  xanthorryza 

 Ipomoea batatas 

Colocasia esculenta 

Manihot esculenta 

Canna edulis

Zea  mays 

Chenopodium quinoa

 Vicia  faba 

Lupinus mutabilis 

Phaseolus vulgaris 

Inga sp.

Solanum muricatum 
Prunus capollin 

Persea americana 

Carica papaya 

Ananas comosus 

 Passiflora sp. 
Psidium  guajava 

Citrus spp. 

Prunus persica

Cucurbita spp. 

Capsicum pubescens 

Musa sp. 

 Saccharum  officinarum 
Cofea sp. 

 Biza orellana 

Licopersicum  esculentun 
Nicotiana tabacum 

Allium cepa 

Brassica deracea

papa 

oca 

olluco 

 isano 

 llac6n 

 virâca 

apichu 

 undicha 

yuca 

achira

sara 

quinua

haba 

taruhui 
frijol 

 pficay

pepino 

capli 

palta 

papaya

 piña

granadilla 

guallava 
limón, naranja 

drazno

zapallu 

locoto 

plátano

 caria

café 

achiote

tomate

tabaco 

cebolla

 col

(注)　*印は旧大陸起原の栽培植物,栽 培高度域の破線部は栽培面積のちいさいことを示す。
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界までの3,000メ ー トル あまりに達 する。 そ して,そ こに40種 ちか くのさまざまな作

物がみ られるが,こ れ らのなかでいちじる しく栽培面積が大 き く,主 作物 とみ られ る

のはバ レイ シ ョ(papa,　 Solanum　・spP.)と トウモ ロコシ(sara,　 Zea〃mのys)で あ る。バ

レイ ショの栽培 ゾー ンは,海 抜3,000メ ー トルか ら4,200メ ー トルあま りまでで,ト ウ

モロコシは海抜約1,000メ ー トルか ら3,100メ ー トルまでで ある。

　すなわち,マ ルカパ タで は トウモ ロコシの栽培 の上限 は海抜3,100メ ー トル あた り

で,そ こか ら上 は主 と してバ レイショが栽培 されているので ある。 この海抜3,100メ

ー トル とい う標高 は
,さ きに述べたよ うに,マ ルカパタの中心地,プ エブロ ・マルカ

パ タが位置す るところで ある。 したが って,表 現をかえれ ば,バ レイシ ョはプエブ ロ

・マルカパ タを中心 として
,そ れよりも上で栽培され,ト ウモロコシは下で栽培 され

るのである。

　 この ようなプ エブロ ・マル カパタの上下数百 メー トルの高度域はヤ クタ(llacta)と

よばれ る。ヤ クタは先述 したよ うにケチ ュア語で町,村 を意味 し,マ ル カパ タでは一

般 にプェプロ ・マルカパタを さしてい るが,環 境区分 のゾー ンのひとつと して も用い

られ るのであ る。環境 区分帯と しての ヤクタは,プ エブ ロ ・マルカパ タ周辺部 といっ

た,か な り漠然 と した概 念であるが,植 生の うえではほぼ雲霧林 帯に対応 して いるよ

うであ る。 したが って,ヤ クタのゾー ンは海抜2,600メ ー トルあた りか ら,海 抜3,40Q

メ ー トルあた りまで とかんがえ られ る。

　 このヤクタと リテ ィ ・クチ ュ帯のあいだの高 度域 はプーナ(puna)と よばれ る(写

写真3　 プーナの景観。バレイショが栽培され,家 畜が放牧ぎ

　　　 れる高地部がプーナである
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写真4　 ユ ンカの景観。バナナやサトイ

　　　　モなどができる熱帯低地部がユ

　　　　ンカである

真3)。 したが って,プ ーナは植生の

うえで,ほ ぼ草地帯 に相当する ところ

であ る。その上 限は村人 は 「バ レイシ

ョがで きると ころまで」 とい うが,プ

ー ナはたんに高度や植生のみ によって

認識 されているので はな く,も っと高

くて も,な だ らかにひろが る高原はプ

ーナ とよばれることがあ る
。 とにか く,

プ ーナは寒冷高地 となって いるため,

バ レイ ショをは じめとす る寒 さにつよ

い作物が栽培 されるほか,や は り リャ

マ,ア ルパカ,ヒ ツジなどが放牧 され

るところとな っている。

　い っぽ う,ヤ クタ ・ゾー ンより低い

ところは一括 してユ ンカ(yunca)と よ

ばれ る。具体 的には,海 抜2,600メ ー ト

ルの位置にユ ンカ ワロ(Yuncahauaro)

と い う村があ るが,こ れよ り低地部の

ことで ある(図6)。 したが って,ユ ンカは亜熱帯 降雨林地帯 にあた るところで,高 温

で,降 水量 もおお く,さ まざまな熱帯性の果実類 がで きるところであ る(写 真4)。

　以上,み て きたよ うに,高 度差が4,000メ ー トル に達す るマルカパタの領域 は,マ

ルカパ タの農牧民 によ って基本的に4つ の環境区分帯 にわ け られ,そ れぞれ リティ ・

クチ ュ,プ ーナ,ヤ クタ,ユ ンカとよばれるのである。 なお,自 然条件の差 は高度の

ちがいだ けで うみだされる ものではな く,山 腹斜面 の向 きなどによ って も大 き く異 な

って いる。 と くに,マ ル カパ タの ように,ほ とんど平坦地が な く,山 腹斜面 に耕地 を

もつ ところでは,そ れ が農業 に及ぼす影響の大 きいことは,さ きにプエブ ロ ・マル カ

パタ周辺部 の例 に示 した とお りで ある。

2)　 栽培植物

　 マル カパ タでは,さ きの表 に示 したよ うに,多 くの栽培植物がみ られ,そ れぞれの

特性 に応 じた高度域で栽培 されてい る。 これ らの栽培植物の うちで,そ の栽培面積が

ひろ く,食 糧 としての重要性がい ちじるしくたか いもの はバ レイショと トウモ ロコシ

であるが,そ の栽培技術 につ いては,次 節以下で あ らた めて詳述する ことに して,ζ
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こで はお もな栽培植物の特色につ いてふれて おきたい。

　 イ　 モ　類

　 マルカパ タの農牧民 によれば,主 食 の7割 か ら8割 はバ レイシ ョで,そ の他 のイモ

類 も含め るとイモが食事 に占あ る割合は9割 以上 になる,と い う。それ だけでな く,

そ の うえマルカパ タで のイモ類の種類は豊富で10種 類 に も達す る。そ して,こ れ らの

イモ類が,そ の特性 に応 じた高度域で栽培され,熱 帯低地か ら寒冷高地まで連続 して

イモ類 の栽培がみ られ るのである。 しか も,そ れ らはわずか に栽培 され るサ トイモの

ほか は,全 て新大陸起原 のイモ類で あり,マ ルカパ タにおける伝統的 な農耕形態の一

端を示す ものとい って よいであろ う。　　 　　 　　 、

`高 度べつ にみて ゆ くと4
,000メ ー トル前後の高地 では,バ レイ ショのほか,オ カ(oca,

Oxatis　tuberosa),オ ユ コ(olluco,　 Ulgucus　 tuber・sus),イ サ ー二 ・(isafio,　Tropaeolum

tuberOSZtm)の3種 類の イモ類だ けがみ られる。 これ らはいずれ も中央 ア ンデ ス高地 に

起原を もつとかんが え られ ている 作物 であ り,寒 さにつよいとい う特徴 を もって い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

る[HoDGE　 1951:180-185]。 これにたい して,海 抜2,　OOOメ ー トル以下 の低地で

は,サ ッマ イモ(IPomoea　 batatas),サ トイモ(Colocasia　 esculenta),マ ニ オク(Manihot

esculenta),ア チ ラ(achira,　 Canna　 edulis)な ど の熱帯 また は暖温帯起原のイモ類 が栽培

されてい る。そ して,こ れ らのイモ類がいずれ も栽培で きないか,ま たは栽培にあま

り適 さない海抜2,000メ ー トルか ら3,000メ ー トルあた りの高度 にか けて,や は りア ン

デスの暖温帯起原の ラカチ ャ(racacha,　 Arracacia　xanthori£a)が 主 と して栽培 されて

い るので あ る。

　 これ らのイモ類 のうちでバ レイシ ョだけは栽培す る高度 と時 期をちがえることによ

って1年 に4回 収穫 され る。{・oパ ・ミシュカ(papa　 mishka),パ パ ・マ ワイ(papa

maway),パ パ ・プ ーナ(papa　 puna),パ パ ・ル キ(papa　 luki)と よ ばれ る もので あ

る。パパ ・ミシュカは主 と してプエブロ ・マルカパタなどのバ レイショ栽培 ゾー ンの

なかでは比較的低い,集 落 周辺で栽培 され るものであ る。パパ ・マワィは 海抜3,200

メ ー トルか ら3,600メ ー トルあた りまでで栽培され る。また,パ パ ・プーナは,こ の

パ7xo・ マ ワイの栽培 ゾー ンの上部か ら海抜4,100メ ー トルあた りまでで,パ パ ・ルキ

は農耕 限界 にちか い海抜4,200メ ー トル前後の高地で栽培されるバ レイシ ョで ある。

なお;マ ワイとプLナ のバ レイショ栽培 ゾー ンの中間に,チ ャウ ピ ・マ ワイ(chawpi

maWay)と よ ばれ るバ レイシ ョの栽培 ゾー ンがあ るとされるが,く わ しいことは明 ら

か に し得 なか った9)。

9)チ ャウピ(chawpi)に は中央という意味があり,村人によればチャウピ ・マワイはその収穫期

がマワイとプーナのバレイショのちょうど中間になっているものであるとされる(表6参 照)。
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　 この ようた,海 抜3,000メ ー トルあま りのところか ら4,200メ ー トル以上 の高地まで

の広 い範囲で栽培されるバ レイシ ョには,き わめて多 くの品種があ る。筆者 が直接観

察す ることので きた ものだけで も50種 類を こえ,実 際にマル カパ タ全域で栽培されて

いるのは100種 類 を こえる,と いわれ る。今回の調査期間 中に採集 されたバ レイシ ョ

の うち,こ れ まで に同定のおわ った ものは,全 コレクションの うちの一部に しかす ぎ

ないが,そ れで も種 と しては2倍 体 の ものか ら5倍 体 の ものまで の7種 がみ られた。

す なわ ち,2倍 体のSolanum　 njanhuiri,&ρ 加7卿,　S.　goniocalix,　S.　stenotomum,3倍 体

のS.　chaucha,4倍 体 のS.　andigenα,5倍 体 のS.　curtilobumな どで ある。

　 この うち,S.　 curtilobumが ル キ とよばれ栽培 ゾー ンとしてのルキ帯 での主要構成種

となってい る。ア ンデス高地で栽培されるバ レイシ ョの うち,一 般 に,ル キは苦味が

つ よいが,耐 寒性 の点 です ぐれてい るS.　juzePzukiiとS,　 curtilobumの 総 称 とな って

いる[HAWKEs　 l　944r]。 マル カパ タでは5種 類のル キがあ るといわれ ることか ら前

者の種がふ くまれている可能性 もある。 とにか く,ル キのバ レイショ栽培 ゾーンは,

このような耐寒性の きわめてつよい ものだけが栽培 され るところなのであ る。

　 このル キにみ られ るように,バ レイシ ョは種 ない しは品種 によって耐寒性 の程度が

ことな り,そ れ はまたマルカパタの農民によ って明確 に認識,把 握 されている。 した

が って,高 度 によ って栽培 される種類が異な っている ことが当然かんがえ られるが,

ま だ十分 な採集調査がで きていないた め,く わ しくは今後 の課題 と したい。

　 穀 類

　 穀類は,多 種 多様 なイモ類 とは対照的 に,わ ずかに トウモ ロコシとキヌァがみ られ

るだ けであ る。キヌア(quinua,　 ChenoPodittm　 guinoa)は ア カザ科 の植物で厳密 には穀

類 とはいえないが,ア ンデ スでは,古 くか ら トウモ ロコシの栽培 できない寒冷高地 に

お ける唯一 の雑穀 と して広 く栽培 されている ものである。 しか し,そ の キヌアでさえ

も,マ ルカパタでは,儀 礼用 などのために,ご く少量栽培されて いるだ けであ り,穀

類 と しては トウモロコシに全面的 に依存 してい るとい ってよい。

　 しか し,ト ウモ ロコ シは さまざまな品種が栽培 されてお り,そ の品種は果穂 や穀粒

に形態や色の変異が大 き く,き わめて大 きな多様性を示 している(写 真5)。 た とえ

ば,穀 粒の色だ けでみた場 合で も,白 トウモ ロコシ(yurac　 sara),黄 トウモ ロコシ

(queUo　 sara),赤 トウモ ロコシ(puca　 sara),黒 トウモロコシ(kulli　 sara)な どの ほ

か,こ れ らの色の組 み合 わせや斑点模様などによって,呼 称 が異 なり,品 種 名が与 え

られて いる。

　 これ らの トウモ ロコシは,形 態や色だけで な く,生 理生態 的に もかな り品種分化 が
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写 真5　 マ ル カパ タ の トウモ ロ コシ(ワ リ ・サ ラ)

お こっている ものとかんがえ られ る。 とい うのは,マ ルカパ タでは トウモ ロコシは海

抜1,000メ ー トルの低地か ら海抜3,000メ ー トル あま りまでの幅広い高度域 で栽培 され

るが,こ の栽培高度域 が3つ にわ けられる。そ して,こ の3つ の ゾー ンで栽培 される

トウモ ロコシは,ヤ クタの トウモ ロコシ(llaCta　 Sara),ワ リの トウモ ロコシ(Wari

sara),ユ ンカの トウモロコシ(yunca　 sara)と よばれ,そ れぞれのゾー ンで しか栽培

で きないといわれている。

　 ヤクタ ・サ ラは字義どお り,ヤ クタの ゾー ン,す なわち海抜3,100メ ー トルあた り

か ら2,600メ ー トルあた りまで の高度域で栽培 され る トウモ ロコシの総称であ る。ユ

ンカ ・サ ラは ユ ンカの トウモ ロコシの意味で あるが,環 境 区分帯 としての ユンカより

は もうす こしひ くい,海 抜2,000メ ー トル以下の低地部 で栽培 され る トウモ ロコシで

あ る。 ワ リの トウモロコシは これ らのヤクタとユ ンカの中間地帯,海 抜約2,000メ ー

トルか ら2,600メ ー トルあた りまでで栽培 され るものであ る。

　 これ ら栽培高度 の異 なる3つ の トウモ ロコシの品種群,ヤ クタ ・サ ラ,ワ リ ・サラ,

ユ ンカ ・サ ラにそれぞれ さまざまな品種 がふ くまれて いるわけであ るが,こ れ らの果

穂の比較を したのが図8で あ る。穀粒 の大 きさにつ いては顕著 な差がみ とめ られ なか

ったので,果 穂 の長 さと最大直径をと って示 した。 これによれば,一 般 にヤ クタ ・サ

ラは果穂が小さ くて丸 く,ユ ンカ ・サ ラは細 くて長い。 ワ リ・サラはち ょうど これ ら

の中間 タイプ とな ってい る。 このように,ヤ クタ ・サ ラは小 さいだけでな く,ト ウモ

ロコシ栽培 ゾーンのなかで は もっとも高い ところで栽培 されるため,収 穫 までの成育

日数 も長 い。 い っぽ う,ユ ンカ ・サラは大 き くて,ま た低地部で栽培 され るた め,'成

育 日数 も短 い。 したが って,こ れ らの トウモ ロコシのなかでユ ンカ ・サ ラが もっとも
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図8　 マルカパタ産 トウモロコシの果穂の比較

効率の よい品種群で あるようにお もわれるが,マ ルカパ タで もっとも好んで栽培 され

るの はヤクタ ・サ ラで,次 いで ワ リ・サラであ る。味の点で,ヤ クタ ・サ ラは もっと

もす ぐれてお り,つ いで ワ リ・サ ラで,ユ ンカ ・サ ラはまず いため,も っぱ ら家畜 の

飼料 とされ る,と いわれる。

　最後 に トウモ ロコシの利用 につ いてふれてお くと,マ ルカパ タでは トウモ ロコシは

食料 として よりも酒の材料 としての役割 の方 がはるかに重要 であるようであ る。 トウ

モ ロコシの主た る料理 はゆでたモテ(mote)か 妙 ったカ ンチ ャ(cancha)で あ るが,

これ らは主食 として よりむ しろ間食ない しは副食的な色彩のつよい ものであ る。い っ

ぽ う,ト ウモ ロコシの発酵 酒,チ チ ャ(chicha)は 祭 のときは もちろん各種の儀礼で

も大量 に消費 され るほか,畑 仕事 などにも携行 され るなど,日 常生活 に も不可欠な も

の とな っているのである。

　 豆 　類

　豆類 では,ソ ラマメ(Vicia　 faba)と タル ウイ(tarhui,　 Lupinus　 mutabilis)だ けが独

立 した耕地を もつ ことがあ るが,そ の他 の ものはまれに しかみ られ ず,ま たその栽培

面積 も小 さい。 タル ウィは,こ れ らの豆類 のなかで,も っとも寒 さにつ よ く,ま た乾
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燥 にもつ よいため,主 と してバ レイシ ョのマ ワィ栽培ゾー ンで栽培 され る。後述す る

ように,バ レイショ耕地 の一部 は輸作 され るが,そ の際に2年 目の作物 として栽培 さ

れ るのであ る。い っぽ う,ソ ラマメは主 と してヤ クタ ・サ ラの トウモ ロコシ耕地で混

作 ない しは間作 され る。

　 果物類 とその他 の作物

　 果物類 をふ くむ その他の作物の栽培 はほとん ど低地部 に限定 されているが,こ れ ら

はマル カパ タ本来の住民の経済 とは関係 を もたない。 さきに述べたよ うにマル カパ タ

の低地部 は低地 ブイカに属 して おり,そ の住 人のほとんどは近年 にな って移住 してき

た人たちである。 したが って,こ の低地 部で栽培 され る作物の うち,果 物類,バ ナナ,

コー ヒー,サ トウキビ,ト ウガ ラシなどはすべ て換金作物で あ って,ウ ル コスやクス

コなどの都 市部に出荷されるのである。

　 なお,こ れ らの作物の うちで トウガ ラシについて は,す こしふれて おきたい。 この

トウガ ラシの栽培高度域 がと くにウチ ュ ・ウライ(uchu　 uray)と よ ばれて環境区分帯

の ひとつ と して扱われてい るか らである。 ウチュは,ト ウガ ラシの総称で あるが,マ

ル カパ タでみ られ るものはア ンデス地帯 に 分布が限定 され る種(CaPsicum　 Pubescens)

で,耐 寒性 はつ よいが 高温 にはよわいとい う 特性 を もつ もので ある　 [HEiSER　 and

SMITH　 1948:331-335]。 したが って,マ ルカパ タで も,そ の栽培は海抜1,200メ ー

トル以下では ほとん どみ られないが高地部 では海抜3,-500メ ーrト ルちか ぐ・までみ られ

る。 ウチ ュ ・ウライは,こ の栽培高度域 の うちの海抜1,500メ ー トルか ら2,500メ ー ト

ル あた りまでの栽培 にも っと も適 していると ころをさ して いるようであ る。

　 以上,マ ルカパ タでみ られ るおもだ った作物の特色につ いて述べて きたが,こ れ ら

を全体 としてみ るとマル カパ タにお ける重要 な栽培 ゾー ンはワ リ ・サ ラの トトウモ ロコ

シ栽培 ゾーンよ り上部,す なわ ちマルカパ タの環境 区分帯で いうとヤ クタ ・ゾー ンよ

り上部地域 とい うことにな りそ うであ る。それは,ち ょうどマル カパ タの各 コムニダ

がその領域内 にもっている高度域 とな ってい るのである。 したが って,こ れよ り低地

部 につ いては以下の報告 の対象か ら除 くことに したい。

2.耕 地 の型 と分 布

耕地はケチュア語でチ ャクラ(chakra)と よ ばれるが,こ のチ ャクラにはふたつの

タイプがある。 キタ ・チ ャク ラ(kita　 chakra)と バ ンダ ・チ ャクラ(banda　 chakra)
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とよばれ るものである10)。 キ タ ・チ ャク ラは世帯 ごとに個別 に利用す る耕地で,バ ン

ダ ・チ ャクラは共有地的 な性格 を もつ耕地 であ.る。以下 にこれ らふたつの耕地 につい

て,そ れぞれ,そ の機能 と分布 について述べ ることに しよう。

　 キタ 兜チ ャク ラ

　 キタ ・チ ャクラは,一 般 に集落 に隣接 す る比較的小 さい耕地であ る。たとえば,さ

きに示 した プエブロ ・マルカパ タの図7で 村の周辺 にみ られた耕地はすべてキタ ・チ

ャクラであ る。また,写 真6は プエブロ ・マル カパ タとロス ・バ ーニ ョスのあいだの

斜面 にみ られ るキ タ ・チ ャクラを示 した もので あるが,こ の耕地は写真にみ られる自

動車道路 の開通 まで,バ ンダ ・チ ャクラであ った といわれてい る。

　つ ま り,バ ンダ・チ ャクラは コムニダの領域の一部を石垣 などの垣根,ピ ル カ(pirka)

に よ って区切 られた伝統的な耕地 で,そ のなか に原則的に コムニダの世帯すべての耕

地 がみ られ る ものであ る。それが,自 動車道路が この耕地 を横切 って,つ け られたた

め,家 畜の侵入を防 ぐための垣根がその機能 をはた さな くな り,耕 作者 ごとに,そ の

耕地の周囲に垣根を もうけ,個 別に利用するよ うにな ったのである。 それがキタ ・チ

ャクラであ る。

写真6　 キ　タ　・ チ　 ヤ　ク　 フ　の　耕 地

10)ス ペイン語のchacra(耕 地)は ケチュア語起源である(増田教授の御教示による)。いっぼ

う,バ ンダ(banda)は 帯,し ま模様を意味するスペイン語であるとおもわれるが,ケ チュア語

でバンダ ・チャクラを示すケパ ・チャクラ(qepa　chakra;背 後の耕地)よ りむしろ一般的に使

われている。なお,ケ チュア語のキタ ・チャクラのキタ(kita)の 意味については明らかにしえ

なかった。
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　そこで,こ の写真の耕地のうちのひとつを例にとって具体的にキタ ・チャクラおよ

びバ ンダ ・チャクラの耕地の特徴についてみていこう。図9は この写真のうちのある

ミステ ィが所有する耕地の実測図である。この耕地は平均傾斜約15度 の東に面 した斜

面にあり,周 囲には高さ1メ ー トルから1メ ー トル半,幅50セ ンチメー トルほどの石

垣がめぐらされている。

耕 地の左右に小流がみられるが,こ れはまったく利用されていない。つまり,こ の

耕地にかぎらず,マ ルカパタでは灌滅設備はまった くないのである。耕地についてみ

てゆくと露岩がかなりみられるほか,不 規則な段差が多 く,こ のような状態が後述す

るように畜力をつかった翠の利用を困難iにしているものとおもわれる。また,ア ンデ

ネス(階 段耕地)と はいうものの,石 垣を積んで階段状になっているところはわずか

で,そ れはきわめて段差の大きい部分(1.5～2メ ー トル くらい)に かぎられる。

図9キ タ ・チ ャ ク ラ の 耕 地
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ほとんどは自然の傾斜 のままで,段 差 になってい る部分 だけ,雑 草が刈 り残 された状

態にな って お り,一 見 きわめて粗雑 な階段耕地の ようにみえる。 しか し,こ れは収穫

後の耕地 での家畜放牧のためであ る,と 解 される。

、図の左側 中央 にはサラ ・チ ュクヤ(sara　 chuklla)と よばれ る トウモ ロコシの 出作 り

小屋がみ られ る。サ ラ ・チュクヤについては後述す るが,と にか くこの小屋 の存在が,

この耕地がかつて トウモ ロコシのバ ンダ ・チ ャク ラであ った ことを示す ものであ り,

そ のときは東西 に走 る三本 の石垣はなか った。また,こ の耕地を所有 す るミステ ィに

よれば,こ の耕地の一部 はイ ンデ ィオか ら買 った もので あるとい う。 したが って,中

央の石垣 および右側耕地の中央部 を斜 めに区切 っている石 垣はかつての耕地 の境 界を

示す ものであるのか も しれな い。

　 いずれに して もキタ ・チ ャクラの耕地 はバ ンダ ・チ ャクラのそれ とは異 なりか なり

自由に売買されて いる。 そのため,プ エブ ロ ・マル カパ タにちか く,ま た東む きの比

較的ゆ るい斜 面に位 置す る写真のキ タ ・チ ャク ラは,ほ とんど経 済力のある ミステ ィ

が所有す るもの とな っている。 また,一 部にオ コンガテやハ トハな どのマルカパ タ以

外 に居住す る ミステ ィが所有 する耕地 もあ る。 このよ うな不在地主の耕地はマルカパ

タの人間が借 りうけて耕 作 し,収 穫物を折半す るとい う方法が と られてい る。

　 キタ ・チ ャクラの耕地 で栽培 され る もの についてみる と トウモ ロコシ,バ レイ ショ

のほか,キ ャベツ,タ マネギ,ラ カチャ,ソ ラマ メ,カ ボチ ャなど雑多であ るが,も

っとも栽培面積 の大 きい ものは トウモ ロコシとバ レイシ ョであ る。 そ して,こ れ らは

それぞれ,早 生の トウモmコ シ,早 生のバ レイシ ョを意味す る ミシュカ・サ ラ(mishka

sara),ミ シ ュカ ・パパ(mishka　 papa)と よ ばれ,こ の ことか らキ タ ・チ ャクラは しば

しば ミシュカ ・チ ャクラともよばれ る。

　 しか し,キ タ ・チ ャクラで栽培 され る トウモ ロコシとバ レイシ ョは特別 な早生 の品

種ではな く,栽 培時期をかえる ことによ ってバ ンダ ・チ ャクラで栽培 され るものよ り

収穫時期を早 めて いるので ある。 すなわち,バ ンダ・チ ャクラの トウモロコシ(jatun

sara:ハ トゥン ・サ ラ)や バ レイ ショが9月 頃か ら11月 にかけて播種 され るの に対 し,

ミシュカは6月 か ら7月 に播種される。 その結果,ミ シュカはバ ンダ ・チャクラの も

の より2～3カ 月 はや く収穫で きる(表6)。

　 これは,ミ シュカの トウモ ロコシやバ レイシ ョが特別な用途を もっているか らで あ

る。つ まり,ミ シュカの トウモ ロコシは例年2月 か ら3月 にか けて催 されるカーニバ

ル(carnava1)の 祭 につかわれ る。また,ミ シュカのバ レイ シ ョは もっぱ ら換金用 と

され る。 ミシュカ ・パパ が収穫 され る1～2月 は,バ ンダ ・チ ャクラの収穫前 にあた
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り,も っと もバ レイ ショが不足す る時期 にな ってい るか らで ある。

バ ンダ ・チ ャクラ

　キ タ ・チ ャク ラの耕地 は,マ ルカパタ全体 の耕地面積か らみれば ご くわずか で,あ

とはすべ てバ ンダ ・チ ャクラである。 した が って,バ ンダ ・チ ャクラで栽培 され る作

物が 日常生活で の食料のほ とんどを供給 して いるのである　 また,キ タ ・チ ャクラは,

各 世帯 ごとに,個 別 に利用す る,い わば私的な耕地 であ?た の に対 し,バ ンダ ・チ ャ

クラは コムニダの耕地 とで もい うべ き性格の ものであ る。つ ま り,キ タ ・チャクラの

耕地 はその管理,運 営が まった く個人 にまかせ られてい る。い っぽ う,バ ンダ ・チ ャ

クラはその耕地の周囲の垣根 の修復 がコムニダの共同作 業1こよ って お こなわれ るほか,

播 種や収穫の期 日がアサ ンブ レアで決定 され るなど,耕 地の管理,運 営にコムニダ の

規制がみ られ るのである。

　 さて,写 真7は,さ きの図5に も示 した,プ エブ ロ ・マル カパ タか ら谷ひ とつへだ

てた南側の 山腹斜面に展 開す るア ンデネスの一部であ るが,こ の斜面 の耕地のほ とん

どはサワ ンカイの コムニダのバ ンダ ・チ ャクラで ある。'そして,こ の写真の中央の細

　 　写 真7　 サ ワ ンカ イの バ ンダ ・チ ヤ ク ラ

この 写 真 の なか で,図 の ④ にあ た る と ころが サ ワ

ン カイの トウ モ ロ コ シのバ ンダ,チ ャク ラ,⑧ は

マ ル カパ タ ・コ ヤ ナの トウモ ロ コシの バ ンダ ・チ

ャク ラ,◎ は マ ル カパ タ ・コヤ ナ の キ タ ・チ ャク

ラを 示す 。 ④ ～⑤ は,サ ワ ンカ イのバ レイ シ ・の

バ ンダ ・チ ャク ラの5つ の ム ユで あ る
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い山道か ら上部は,す べてマ ワイのバ レイシ ョ耕地であ り,下 部 は トウモ ロコシ耕地

とな って いる。 これ らの耕地は,中 央の山道 にそ った部分 などの耕地周辺部のみ石垣

や トゲ のある枯木な どで囲われてい る。

　 また,マ ワイ の バ ンダ ・チ ャクラの耕地 は,ム ユ(muyu)な い しは セ ク トール

(sector)と よばれ るほぼ等 しい面積 を もつ5つ の区画にわけ られて いる。後述す るよ

うに,一 般 にバ レイショ耕地は1年 耕作 した あと数年間休 閑され るが,こ こでは1年

耕作,4年 休 閑の ローテー ションが とられてい るのであ る。 これ らの境界 も,崖 や急

峻な尾根 などの地形的特徴を利用で きると ころ以外 は,や は り石垣 やブ ッシュを積み,

家 畜の侵 入を防 ぐように工夫 されてい る。ときに道 が,こ の耕地 を横切 って いること

があ るが,そ の場合 は,そ こに一時的 なひ らき戸(tranga)を つ くる。

　 ところで,さ きに トウモロコシとバ レイ ショの栽培高度域が,海 抜3,100メ ー トル

あた りでは っきりわかれ ることを指摘 したが,こ れ は じつはバ ンダ ・チ ャク ラの分布

高度域を示 している。つ まり,集 落周辺のキタ ・チャクラでわずかに栽培 され る もの

をのぞ けば,マ ルカパ タで は トウモ ロコシ,バ レイシ ョはすべてそれぞれ専用 のバ ン

ダ ・チ ャクラで栽培 される。 そ して,海 抜3,100メ ー トル以上の耕地 はす べてバ レイ

シ ョ用のバ ンダ ・チ ャクラで あり,そ れ より低いと ころはすべて トウモ ロコシ用 のバ

ンダ ・チャクラとな っているので ある。

　 トウモロコシのバ ンダ ・チ ャクラはヤクタ ・サ ラとワリ ・サ ラがで きる・海抜3,100

メ ー トルか ら2,400メ ー トルあた りまで に集中 している。 そこは各 コムニダの領域 の

最下部 に位置す るところで,南 む きの斜面は さきにみたように寒 さのため耕地 として

利用で きないが,そ れ以 外の斜面 はすべて トウモ ロコシのバ ンダ ・チ ャクラとな って

い る(図6)。

　 コムニダごとにみてゆ くと,サ ワンカイのバ ンダ ・チ ャク ラは,写 真9に 示 したプ

ェ プロ ・マルカパ タと谷ひ とつへだてた北面の斜面下部に集 中 している。 この斜面は,

チ ュンピ川 とコヤスー ヨ川が合流す るユ ンカワロ(海 抜約2,600メ ー トル)あ た りま

でつづ き,サ ワンカイの トウモロコシのバ ンダ ・チャクラもそのちか くまで連続す る。

ただ し,こ の うち コスコウーノ(Qρscouno>と よ ばれ る小流か ら西側はマルカバ ・タ

コヤナのバ ンダ ・チ ャクラで ある。

　 このように,異 な るコムニダ に属 してい るバ ンダ ・チャクラが境界を接 して いるの

はマル カパ タでは例外的で,一 般的 には谷によ って境界 がへだて られている。 マル カ

パタ ・コヤナのバ ンダ ・チ ャク ラの大半は,さ きに述べ たプエブロ ・マルカパタとロ

ス ・バーニ ョスの あいだ にみ られ たキタ ・チ ャクラの上部 にあり,以 前 は現在 キタ ・
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チャ クラとな ってい る耕地 を含 めて,本 来ひ とつのバ ンダ ・チャクラであ った。

　つぎに,ブ イカの コムニダについてみると,そ の耕地はすべてユ ンカワロとコチ ャ

の中間地 帯のマル カパ タ川左岸,一 般 にカチ ワ(Kachiwa)と よ ばれるところに集 中

してい る(写 真8)。 そ こは,ほ ぼ東西 に走 る尾根が北東方向に屈曲 しているところ

で,こ の尾根か らマルカパ タ川 につづ く,や や東 むきの斜面であ る。また,コ ヤスー

ヨの コムニダの トウモロコシ耕地は,こ の カチ ワのほぼ対岸 の斜面 にあた るところで

ある。

　 このよ うに,マ ルカパタでは,各 コムニダ ごとに,そ の領域 の最下部 に,ト ウモ ロ

コシ耕地が位置 してい るため,高 地部 に居住地を もつイ ンデ ィオたちは,ト ウモ ロコ

シを耕作す るた めにここまでお りて くるので ある。具体的 にそれをみて みる ことに し

よう。写真9は,さ きに示 した写真7の 一部で,ち ょうどマル カパ タ ・コヤナとサワ

ンカイのバ ンダ ・チャクラが接 している部分 である。中央の小流が,こ のふ たつのバ

ンダ ・チ ャクラを東西 にわ けてい るコス コウーノである。 また,耕 地 内 に白い点 とし

てみえ るものは,ト ウモ ロコシの 出作 り小屋サ ラ ・チ ュクヤで ある。

　 サ ラ ・チュクヤの構造やその機能 については,後 に詳 し く述 べると して,こ こでは

サ ラ ・チュクヤを指標 に,バ ンダ ・チ ャクラ内の耕地所有者 の居住地を概観 してみ よ

う。各耕地 の所有老 ごとに,そ れぞれの耕地 内に,サ ラ ・チ ュクヤを所有 して いるた

め,そ の小屋 の所有主がわかれば,ど の村か ら,ひ いて はどの コムニダか ら,こ の耕

地 に トウモロコシ耕 作に来て いるか,あ きらか にな るのである。

写真8　 カチワにあるブイカの トウモロコシ耕地

　　　 手前の集落はコチャ(海 抜2・600メー トル)
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写 真9　 トウ モ ロ コシの バ ンダ ・チ ャク ラとサ ラ ・チ ュク ヤ

　表5は,写 真9に み られるサ ラ ・チュクヤの番号,所 有主,居 住 している村,所 属

す るコムニダを示 した ものである。 この表か ら,コ スコウーノの小流を境 に,左 側 に

位置す るサ ラ ・チ ュクヤはNo.34を の ぞいて,す べてサ ワンカイのコムニダ に所属

す る村人の ものであ り,そ の反対側 はほ とん どマルカパ タ ・コヤナの コムニダに属 し

てい る村人 の もので あることがわかる。

　 マルカパ タ ・コヤナの13の サラ ・チ ュクヤの所有者 の居住地の内訳は,ラ ッコが6,

カチ カチ(Gachicachi),カ チ(Cachi),チ ュ ンピ(Chumpi),チ ュ ンピパ タ(Chumpi-

pata),マ ル カラニ(Marcarani),ウ イ スカチ ャニ(Wiscachani),プ エ ブロ ・マル カ

パ タがそれぞれ1で あ る。 これ らは,い ずれ もチ ュンピ川 の2本 の支流域に散在 して

い る村 で,と くにマル カラニや ウィスカチャニはチ ュンピ川 の源頭,海 抜4,300メ ー

トルあま りの高地 に位置す る集落である(図11)。 サ ワンカイのコムニダに所属 する12

の サ ラ ・チa .クヤの所有主の居住地 は カ ンチャパ タ(Canchapata)が6,マ ユバ ン

バ(Mayubammba)が5,プ エ ブロ ・マルカパ タが1で ある。 マユバ ンバの標高に
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　　　　　　　　　　　 表5　 サラ・チュクヤの所有主と居住地

サラチュクヤ

番 　 　 　号
所有主 居 住 地 所ma　 ・7ム ÷ ダ

13

14

15

16

17

18

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

 P.  S. 

M.  L. 

C. H. 

 J  .m. 

 J  •  m. . 
 S.  P. 

 J.  S. 
D.  S. 

 M.  M. 

L.  C. 

 P.  C. 

A. G. 
 G.  Q. 

 S  .  F. 

A. K. 

 P  .  C. 

V. K. 

 F.  P. 

 Q.  R. 
T.  S. 

F. E. 

A. R. 

A. F. 
 R.  Q. 

 R:-R:

Lacco 
Cachicachi 
Lacco 
Chumpi 
Marcarani 
Marcapata* 
Lacco 
Canchapata 
Lacco 

 // 
Chumpipata 
Marcapata* 
Canchapata 

Mayubamba 
Lacco 
Mayubamba 
Canchapata 

 // 
 /1 

Wiscachani 
Cachi 
Mayubamba 

 // 
  //

Marcapata Collana 

 // 

 /1 

 // 

 , 

 // 

 1/ 

Sawancay 

Marcapata Collana 

 // 

 // 

Sawancay 

  // 

 // 

Marcapata Collana 

Sawancay 

 // 

 // 

 // 

Marcapata Collana 

 // 

Sawancay 

 I/ 

 //

　　　　　 *印 は,ミ スティ

つ いては不明であるが,カ ンチャパ タも海抜3,700メ ー トルの高地に位置する村 であ

る。

　 これ らの ことか ら,各 コムニダのバ ンダ ・チ ャクラには,そ れぞれの コムニダの各

地 の村か ら,と きには標高差1,000メ ー トル以上 の距離 を下 って,ト ウモロコシ耕 作

にゃ って きて いることがわかる。なお,バ レイ シ ョのバ ンダ ・チ ャク ラの分布につい

ては,さ きにサ ワ ンカイの例でみたように,そ れが さらにい くつか の区画 にわけ られ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〆

るなど,す こし複雑なため,後 で具体例を示して報告することにしたい。

　 3.農 耕 技 術 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　・

前節で述べたように,主 作物の トウモロコシとバレイショはともに共有地的性格を

もつ,そ れぞれのコムニダのバンダ ・チャクラで栽培されている。 したが って以下に,
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 国立民族学博物館研究報告　　5巻1号

マルカパ タ ・コヤナのコムニダを中心に,バ ンダ ・チャクラでの トウモ ロコシとバ レ

イシ ョの農耕技術 につ いて記述 してゆ く。

　 1)農 作 業 暦

　表6は マル カパ タにおける年 間の農作業暦 とオヤチ ェアの月平均の雨量を示 した も

のである。 この表を全体 として眺め ると ミシュカの トウモ ロコシとバ レイショ以 外は

すべ て9月 か ら10月 こ ろの雨期(poqoy)は じめに播種,植 え付けがおこなわれ る。 と

くに10月 か ら11月 は マワィお よびチ ャウピ ・マ ワィのバ レイショの植 え付 けをす ませ

た後,一 時的に トウモロコシ耕地 に移 り住 み,そ こで播種をお こな う。 それが終了す

ると今度は高地部で プーナやル キのバ レイショの植 え付 けを行 うなど,1年 の うちで

もっとも忙 しい時期にな って いる。

　播種 ・植え付けに対 し,収 穫 は ミシュカを も含めると1月 か ら6月 の長 い期間 にわ

たる。 と くにバ レイ ショは1～2カ 月 ごとにす くな くと も4回 収穫され,1年 を通 じ

表6　 トウモロコシとバレイショの農作業暦

バ レイシ ョ
耕地造成 ・植え付け期

Mishka 

Maway 

Chawpimaway 

Puna(Luki)

収穫期

トウモ ロコシ

Mishka

チ ュ ー ニ ョ加 工

Jatun sara

雨 量

200mm

100mm

Mamapoqoy

最多雨期

Chirau
乾期:

Poqoy
雨期

1月 　 2月 　 3月 　 4月 　 5月 　 6月 　 7月 　 8月 　 9月 　10月 　11月 　12月
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てバ レイシ ョの供給 が可能 なように工夫されている。表 には記 していないが,プ ーナ

のバ ンダ ・チャクラの一部 で栽培 され るオカ,オ ユ コ,イ サ ーニ ョな ども,プ ーナの

バ レイシ ョとほぼ同時期 に植え付 け,収 穫がお こなわれる。 また,一 般 にチ ューニ ョ

とよばれ るバ レイシ ョやオカなどの凍結乾燥 イモの加工が これ らのイモ類の収穫後,

6月 ～8月 の乾期 にお こなわれ る。

　 と ころで,ミ シュカの トウモロコシとバ レイ ショは乾期のあいだに播種 ・植 え付 け

がお こなわれ る。 これは,さ きに述べた ように儀礼や換金用 のため,収 穫時 期を早め

る工夫で ある。 しか し,灌 海設備 のないマルカパ タで はときに降雨量の不足のために,

ま った く収穫物の得 られない こともあ り,ミ シュカの栽培 は きわ めて リスクの大 きい

もの とな っている。 したが って,天 候を予測す るための星 占いがお こなわれてい る。

その詳細は あきらか ではないが6月24日 の サ ン ・フ ァン(San　 Juan)の 日に,北 天 に

みえるコ ト(ccoto)と よばれる星の状態をみて決 定されるという。 このほか,こ の コ

トによる星 占いは,収 穫 の豊 凶や凍結乾燥イモの加工 日を知 るためにもお こなわれ る。

　 とにか く,マ ル カパ タでは気温 の年較差が ちい さいため,も っぱ ら降雨量の変動 に

よって農作業暦 はつ くられてい るのである。

　 2)　 トウ モ ロ コ シの 栽 培

　 前年 に収穫 された トウモ ロコシはキ

ク科の植物,ス ンチ ュ(sunchu,　 Vigui-

nera　sp.)の 茎 で編んだ筒状の管の容器,

ゴタヅケー一(take')一に いれて 保存 されてい

る。播種 にさい しては,ま ず トウモロ

コシ粒 を穂軸か らはがす作業,ム フチ

ャイ(muj　 uchay)が お こなわれ る(写

真10)。 　 トウモnコ シの 果穂全体 はム

フ(muju)と い われるが,こ の果穂の

上部(uma　 muju)と 下 部(ura　 muju)

は発 芽力が劣 るとかんがえ られてお り,

種 子 につかわれるのは 果穂 の 中 央 部

(chawpi　 muju)だ けで ある。 したが

って,両 手をつか って穂軸か ら トウモ

ロコシ粒をはが しなが ら,播 種用 と播

種 には適 さない もののふたつ にわ けて

写真10播 種前に トウモロコシ粒を穂軸から

　　　 はがす作業,ム フチャイがおこなわ

　　　 れる

163



国立民族学博物館研究報告　　5巻1号

ゆ く。後者 は家畜の飼料 とされ る。粒 をはが した芯(corunta)は 捨 てないで トウモロ

コシ耕地 に埋 めるか,ま たは岩蔭 などの窪地 に置かなければな らない,と される。そ

うしないと トウモロコシに病気が発生 した り,と きに降霜をまね くことになるといわ

れ る。

　 トウモ ロコシの耕地 は,さ きに述べ たよ うに,す べて海抜3,100メ ー トル以下 のと

ころにあ り,い っぽ う大半の集落は海抜3,500メ ー トルか ら4,000メ ー トルあ まりのと

ころに位置 している。 したが って,ト ウモ ロコシ耕地への移動に半 日以上かか ること

も珍 らし くない。 また,耕 地の耕起,播 種作業,と くに収穫作業 は一週間 ちか く要す

るた め,家 族のほとんどが一時期集落を離れ,ト ウモロコシ耕地 にある出作 り小屋,

サ ラ ・ヂュクヤに移 りすむ(写 真11)。 な お,家 畜 を もってい る家族 は,運 搬用の リ

写真11　 トウモロコシの出作り小屋,サ ラ・

　　　 チュクヤ

図10サ ラ ・チ ュ クヤ の構 造

ヤマ以外はその家畜の管理を老人,親

族,知 人な どに依頼 してゆ く。

　 サラ ・チ ュクヤは,図10の よ うに周

囲は石 を積みあげた壁 でで きてお り,

屋 根 はイチュの草 でふいただ けの簡単

な ものである。 しか し,内 部 には炉が

しつ らえてあり,ま た調理用 の石臼,

バ タ ン(batan)も あ って,一 応 の食事

の準備 もで きるようになっている。 し

たが って,こ こに移 りすむ ときは,プ

ーナか ら屋根をふ くた めの イチ ュや調

理道具などを もって下 る。

　 播種にさ きがけて,ま ず耕地 の整地

作業,ア ルチ ャクイ(alchacuy)が お

こなわれ る。 トウモ ロコシの耕地 は毎

年耕作 され,前 年 の収穫後,半 年 ほど

放 置されていた渇けなので,雑 草 も耕

地全面 をおおうことはあまりな く,雑

草 の刈 りとりにつかわれる道具 も鎌,

キ トゥチ(kituchi)が 主 となる(写 真

12)。 な お,ワ リ・サ ラやユ ンカ ・サ

ラの場合は高度が低いので,雑 草は草
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本 類だけでな く,灌 木類 も混 じってい

るため,山 刀(machete)で 刈 り払わ

れ る。 こうして,刈 りとられた雑草は

数 日乾燥 させた後,耕 地 のなか,数 カ

所 に集 めて燃やす。 この灰 は,肥 料 と

して大 きな役割をはたす とか んがえ ら

れている。

　 耕地 の耕起作業は,チ ャキ ・タクヤ

(chaqui　 taclla)と よ ばれる伝統的 な

踏み鋤がつかわれ る。現在ア ンデスで

ひろ くみ られ る畜 力をつか った梨はま

った くみ られない。この理 由として,

マル カパ タではほ とんど平坦地がな く,

急 な斜面 に耕地があ り,し か もその耕

地 は幅のせ まいア ンデネス(階 段耕地)

と な って おり,踏 み鋤のほ うが有効で

あるためであ るとかんがえ られる。

写真12　 除草用の鎌,キ トゥチ

　ア ンデ スには,現 在 もい くつかのタイプのチ ャキ ・タ クヤがみ られ るが,マ ルカパ

タのそれ はす こ し小型の ものである(写 真13)。 長 さ約1メ ー5ル 程度 の太 い木の棒,

カ ルサ ドー一ル(calzador)一 の さ一きに,鉄 製の刃,ル ラナ(rurana)を は め こみ,下 部に

写真13踏 み鋤をつかって,お こなわれる休閑地の耕起作業
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は足をのせ て踏むた めの横木,タ キルポ(taquillpo)と 木 製 の握 り,ク モ(kumo)を

つ けた もので ある。 この使用法は全体 重が鋤 の先端にかか るよ うに斜 めに土 中につ き

さし,つ ぎに両手 でにぎ りの上端 を手前 にひ きさげて耕起す る。

　実際の作業は,チ ャキ ・タクヤをつか って土 をお こす男 とその土塊を ウス ピ(uspi)

と よばれ る木づち状 の もので砕 く女がペ ァー とな って おこな う　 (写真14)。 こ の男女

の ペアーが,通 常一 列にな って,耕 地の斜面下部か ら男 は後退 しなが ら,女 は前 進 し

なが ら,耕 地を耕す。 このあ と,約50セ ンチ メー トル間隔 に,ふ か さ20セ ンチメー ト

ル ほどの溝,ワ チ ョ(wacho)を つ くり,そ こに トウモ ロコシの種子 をま く。

　 この耕地の耕起作業では,し ば しば親族 内での労働の交換,ア イニ(ayni)が み ら

れ る。た とえば,あ る親族に1日 この耕起作業を手伝 って もらった場合,翌 日はその

世帯 の耕起作業を手伝 うとい うよ うに,等 量の労働力の交換 がお こなわれ る。 これは,

トウモ ロコシ耕地での作業が一般に集落 を離れ,限 られた時間内で終 らなければな ら

ないための共 同労働であ るとお もわれ る。 しか し,こ のアイニは トウモ ロコシ耕地の

耕 起作業 にかぎ らず収穫作業やバ レイショ栽培で もみられ るとされてお り,親 族間の

互酬的な関係 をよ く示す もの といえ るであろ う。

　 このアイニが,主 と して イ ンデ ィオ間でお こなわれ るのに対 し,ミ スデ ィとイ ンデ

ィオ間では しば しば ミンカ(minka)と よ ばれ る協力 関係がみ られ る。アイニが労働

と労働 との交換 であ るとす ると,ミ ンカは労働 と物 との交換であ る。すなわ ち,ミ ス

テ ィの農作業 に対す るイ ンデ ィオの労働の提供 に対 して,ミ ステ ィは食事 や コカ,タ

写真14男 女がペァーとなっておこなうトウモロコシ耕地の耕起作業。

　　　 なお,こ れはアイニによる共同労働である
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バ コ,酒 などを与 え,労 働力の不足 を補 う。

　播種作業は種子を腰 にまいた布,マ ンタ(manta)に いれ,片 手 にラウカーナ(rau-

cana)と よばれ る鍬 を もって,お こなわれ る(写 真ユ5)。 このラウナカーナで50セ ン

チメー トル間隔 くらいで溝 に穴を堀 り,そ こ}C　3～5粒 ずつ播種 し,土 をよせ る(写

真16)。1カ 所 に,こ の ように多 くの種子を ま くのは,播 種後,降 雨をみて もしば ら

く晴天 がつづ くとシル ウィ(siruhui)と い う 甲虫の幼虫が幼苗 を食べて しま うためだ

とされ る。 しか し,こ のよ うに多 く播種 して も,こ の害虫によ って,か なりの被害を

うける ことが普通で,そ のよ うなところには,あ らためて ソラマメが播 かれ,じ っさ

いには トウモロコシとソラマ メの混植 とい った印象さえうけるほ どである。

　 トウモロ コシと豆類 との混植は新大陸の伝統農業では広 くお こなわれて いることが

知 られ ている[SAuER　 1950:498-503,ほ か]。　 Donkinに よ れば,こ の混植は 耕地

の休閑の必要性 をちい さくす るもので ある,と い う[DONKIN　 l979:2]。 豆 類 を栽培

す ると根瘤バ クテ リアが窒素固定作用をお こな うため,土 壌 中の養分 回復 に役立つか

らで ある。 マルカパ タの場合 も,結 果的に トウモ ロコシと豆 類 の混植を してい ること

になり,そ れが連作 され る トウモ ロコシ耕地の地力回復を助けているとおもわれ る。

　 播種後約1ヵ 月を経た11月 頃 に,1回 目の溝 さ らい,ニ ャウチ ャスカ(fiauchaska)

写真15　 ラウカーナ(左)と ウスピ(右) 写真16　 トゥモロコシの播種作業。3～5粒

　　　 ずつ播種する
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をお こな う。 この作業 もやは りラウカーナを使 い,溝 のなかに,あ た らしく生えてき

た雑草をぬき とるとともに,畝 の くずれた ところの土 をす くって,溝 をさ らうのであ

る。 マルカパ タではさきにみたよ うに灌海設備はま った くないが,こ の作業 は耕地の

保水力をたかめ る役 目を はた してい るものとおもわれ る。

　 さ らに1カ 月を経 た12月 には,ト ウモ ロコシは草丈30セ ンチメー トルあま りにな っ

ているが,こ の時期 には コ トゥスカ(kotuska)と よばれ る作業 がお こなわれ る。施肥

であ る。肥料 は,現 在化学肥料 をつか うところが多 くなってい るが,肥 料を与えない

ものもかな りみ られる。 トウモ ロコシの根元に施肥 したあと,畝 を くず して土をかぶ

せ る。12月 ころのマル カパ タは もうか な り降雨量が多 くなっているため,溝 をつ くっ

て お く必要はないのかも しれない。

　 2月 か,3.月 頃,最 後の除草作業(kachupaska)を お こな った後,6月 の収穫(sara

tipiy)を 迎 え る。なお,播 種作業後 の除草や施肥などの作業 につ いて は家族全員が来

る必要 はな く,1～2人 が作業 にあた る。

　 筆者 は,ト ウモ ロコシの収穫作業 は まだ観察す る機会を得ていないが,聞 きとりに

よれば,そ れは次の ような ものであ る。播種 のときと同 じよ うに,ほ とん どの家族が

山を下 って,サ ラ ・チ ュクヤに泊 りこんで収穫 にあた る。収穫法は,果 穂だ けを もぎ

と って,サ ラ ・チュクヤの周辺部で乾燥作業,テ ンダ ラスカ(tendaraska)を お こな

う。 トウモ ロコシの皮は,テ ィピーナ(tipina)と よ ばれ るペーパー ・ナイフ状の も

のではが し,天 日で乾燥す る。

　 ところで,こ の収穫の ときは,家 畜を もってい る家族 は,ア ルパカをの こして,リ

ャマや羊などのすべての家畜をつれて くる。そ して収穫 の終 ったバ ンダ ・チ ャクラの

門 をとりはず し,そ こに家畜を放つ といわれ る。 この トウモロコシ耕地は,か つ ては
　 　 　 　 へ

全 く肥料をやらなかったといわれ,現 在 も肥料を与えていないところがあることから,

これは一種の刈り跡放牧ではないか,と かんがえられる。また,牧 畜の側からみれば,

乾期は高地の牧草が不足するときであり,こ のような刈り跡での放牧が牧草の不足を

補 うものとしての役割をはたしている,と おもわれる。まだ,こ れを観察していない

段階で結論を下すことは控えたいが,マ ルカパタでの農業と牧畜との関係を知るうえ

できわめて興味ぶかい。

　 3)　 バ レ イ シ ョ耕 地 の ロー テ ー シ ョ ン

　さきに,バ レイシ ョ耕地 の分布 について簡単 にふれ たが,こ こではマルカパ タ ・コ

ヤナを例 にと って具体的にみて ゆ くことに したい。 マル タカパ タ ・コヤナのバ レイシ

ョ栽培耕地 は,チ ュ ンピ谷上流域 の海抜3,000メ ー トルあま りか ら4,200メ ー トル あた
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りまでの山腹斜面に展開 してい る。チ ュンピの谷 は,南 西 につ きあげている本谷 とロ

ス ・バ ーニ ョスか ら1キ ロメー トル ほど 上流 のところか ら 南につ きあげる 支谷か ら

な って いるため,マ ルカパ タ ・コヤナのバ レイ ショ耕地 はこの両方の谷に分布 してい

る。

　 このふたつ の谷 にあ る耕地 は,基 本的 に同 じ谷 に位置する集落 のバ ンダ ・チ ャクラ

とな っている。 たとえば,支 谷のほ うは,そ の上流域 にラ ッコ,カ チカチ,パ リナ

(Parina),そ の 他の集落 があるが,こ の谷の耕地はすべて これ らの集落 のバ ンダ ・チ

ャクラとな っている。 また,本 谷にみ られる耕地 は,こ の谷に位置す る トゥンコス

(Tuncos),チ ュ ンピ,チ ュンピパ タ,ワ イヤパ タ(Hauayllapata)な ど の集落 のバ ン

ダ ・チ ャクラとなっている(図11)。

　 こ こで は,こ の本谷 につ いて みてゆ くことにするが,耕 地 の分布や土地利用 につ い

て述べ るまえ に,ま ずバ レイ ショ栽培の ローテー ションにつ いて,ふ れてお きたい。

マルカパ タのバ ンダ ・チ ャクラでは,バ レイシ ョを1年 耕作 した あとは4年 休閑す る

のが基本 とな ってい る。 この理 由のひとつ は地力回復のためであるが,も うひ とつ重

要なのはバ レイ ショの厭地現象のためである。バ レイシ ョも,ナ ス科作物 の共通す る

特徴 と して,同 じ耕地 に連作す ると翌年 はきわめて収量がおちる とい う現象が おこる。

この厭地回復には,普 通4～5年 は要す るとされてお り,こ のために も最少4年 は休

閑す る必要があるとかんがえ られ る。 したが って,バ レイシ ョを1年 耕作 した あと,

次 年度 にこの耕地の一部をつか って,オ カ,オ ユコ,イ サーニ ョなどのイモ類や タル

ウィなどの豆類を栽培す る ことは あるものの,バ レイシ ョを連作す ることはみ られな

い。その結果,毎 年バ レイ ショを耕作す るためには,す くな くと も5つ の耕地が必要

となる。

　 したが って,さ きにサ ワンカイのバ レイシ ョ耕地の例 で も示 した ように,ひ とつの

バ ンダ ・チ ャクラをい くつかに区切 り,毎 年 このうちのひ とつの区画,ム ユをつか っ

てバ レイショ栽培 をおこな う。 じっさい,1年 耕作,4年 休 閑とい うバ レイシ ョ栽培

システ ムを とっているマル カパ タ ・コヤナで は,ひ とつのバ ンダ ・チ ャクラのなかに

5つ のムユがみ られ る。1年 耕作ジ6年 休閑とい うシステ ムを とってい るコヤスー ヨ

では7つ のムユを もっているので ある。 したが って,休 閑期間の短いマルカ7NOタ ・コ

ヤナでは,と きに耕作年 にあた ってい るムユの一部 を耕作 しないで,つ ぎの耕作年 ま

で,つ ま り耕作後 の10年 目までの9年 間休閑させ て,地 力回復 をはか ることがあ り,

この ような耕地はと くにワル キ(wallki)と 称 され,大 きい収穫が期 待されるという。

　 さて,マ ワィのバ レイショ耕地 か らみてゆ くと,調 査時(1978年)に 耕作 されて いた
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耕地 はマ ンサナー ヨフ(Mansanayoc)と よ ばれ るチ ュ ンピ川左岸流域 にあ るムユで

あ った(図11参 照)。 この対岸のマルクー ヨフ(Malcuyoc)の ムユの一部で オカ,オ

ユ コ,タ ル ウィが耕作 されていたほか は全て休閑 していた。つ まり,こ のマル クー ヨ

フは2年 前 に,バ レイシ ョを耕作 したところなのであ る。 この谷では,マ ワイのバ レ

イショは,今 年チ ュンピ川左岸出合 い付近の マンサナー ヨフの ムユで耕作 したあと,

翌 年はその上部 のニュクチ ュパタ(Nucuchupata)の ム ユ,そ のつぎの年 は右岸 にう

つ り,ト ゥコス上部 のキシュワラニ(Kiswarani),つ づ いて トゥンコス,そ して最後

に トゥンコスよ り下部 に位置す るマルクー ヨフの ムユ と毎年バ レイシ ョの耕地 が うつ

りかわ るのであ る。

　 さ らに,マ ルカパ タ ・コヤナでは これ ら5つ のバ ンダ ・チ ャクラに くわえて,マ ワ

イの耕地 として,ル ナル ナ(Runaruna),ヤ ナル ナ(Yanaruna)と い うと ころにふた

つの共同耕地 がある,と され る。 これは,さ きに述べた耕地だ けで不足する ときの予

備の耕地 とで もい うべ き ものであ る。

　つ ぎにプーナのバ レイシ ョ耕地は,チ ュンピ谷では,海 抜約3,800メ ー トルのチ ュ

ニ ュナ(Chuftuna)か ら海抜4,000メ ー トルのワイヤパ タまでの両岸 に展開する。マ

ワィと同 じように,や は り5つ の ムヨがあ る。 右岸 のチ ュンピ,チ ュンピパ タ,チ ャ

ピパ ンパ(Chapipampa)の3つ と左岸のチュニュナ,ワ イヤパ タであ る。そ して,

毎 年 この うちのひ とつ のムユがつかわれて,プ ーナのバ レイショ耕作がお こなわれる

のである。

　 ルキのバ ンダ ・チ ャクラはチュ ンピ谷ではV字 谷が おわ ったU字 谷 の草地帯 に位置

している。このあた りの高度 は もう農耕限界にちか く,耕 地 の上限 としては海抜4,250

メー トル地点であ る。 したが って,パ パ ・ルキのバ ンダ ・チ ャクラは海抜約4,100メ

ー トルか ら4,200メ ー トル あまりのわずか100メ ー トル ほどの高度域 にある。また,ル

キのバ ンダ は,マ ワイ,プ ーナのそれ らとはちが って,明 確な ローテーシ ョン ・シス

テ ムは とられて いない。

　 すなわ ち,マ ワィ,プ ーナでみ られたような5つ のムユはな く,チ ュンピ川の源頭

のチュヨ(chullo)と ハ ンカラヤ(Jancallaya)と よばれ るところに位置す るふたつ

のバ ンダ ・チ ャクラがつかわれる。1年 耕作,4年 休 閑とい う基本パ ター ンはかわ り

ないが,こ のふたつ のバ ンダ ・チ ャクラの耕地を適 当につか って耕作 して いる。 とい

うのは,ル キ帯で栽培 され るバ レイ ショはさきにみたよ うに,と くに耐寒牲のつ よい
　 　 　 　 　 !

もので あるが,そ れで も時 にはげ しい降雪や低温が長 くつづ くと全滅する ことがあ り,

そ の栽培はかな り リス クがともな う。 したが って,ル キのバ レイショは,年 によって
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図11チ ュ ン ピ川 流域 のバ レイ シ ョ耕 地 と ロー テー シ ョ ン
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耕作 しない世帯 もあ り,マ ワイやプ ーナのバ レイ ショと くらべ ると毎年耕作 され る耕

地面積がかな り小さいので ある。

　 4)　 バ レイ シ ョの 栽 培

　種 イモはいずれ も前年 の収穫後 プーナのゾー ンで貯蔵 されたパパ ・プーナがつかわ

れる。「papa　punaはsana(健 康)で あ る」 といわれるように,マ ワイや ミシュカな

どのよ うな低 いところで栽培されたバ レイシ ョは病気に犯 されて いることが多 いか ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3

であ るとされる。 じっさい,ミ シュカやマワイのバ レイショにはバ イラスに犯された

とお もわれ るものがかな りみ うけ られた し,そ れ にたいする対策 も次第 に重要な問題

とな りつつあ る。

　 また,種 イモをプーナに貯蔵す るのは低温 によ って貯蔵中の発芽 を防 ぐた あで もあ

る。低い ところで貯蔵 した場合,播 種前に発芽 して しまい,発 芽 力の劣化を ひきお こ

すのみで な く,こ の発芽 した芽 をとる作業,カ チ ュ ・ルスカ(kachu　 luska)が 加 わ る

か らである。

　 種 イモはつ い最近までプーナの耕地 の横 に石垣を積んでつ くられた貯蔵穴,フ クナ

(fukuna)に 貯蔵 していた。 この フクナは随所にみ られるが貯蔵中のバ レイ ショが し

ば しば盗まれた ために,つ かわれな くな った,と いわれている。現在 は,家 屋敷地 内

の一 隈に貯蔵す るのが普通であ る。 この場合 も,で きるだけ低温下 に貯蔵す ることが

のぞま しく,家 屋敷地 内の一隅にわ らを敷 き,そ の上 にバ レイ ショ,そ して またその

上を イチ ュでおおい,石 をのせ る。

　 バ レイシ ョ耕地 はす くな くとも4年 の休閑をお こな うため,新 し く播種す るところ

はいずれ も雑草でおおわれてい る。と くに,マ ワイの耕地はプーナに くらべて標高が低

いた め,小 灌木をふ くむ雑草の繁茂 がはげ しい。 と くに,グ ラマ(grama,　 Cgnodon　 sp・)

と よばれ る雑草は繁殖 力がつ よ く,耕 地を完全におおいつ くすた め,休 閑地 の耕起作

業の最大の障害 とな っている。 このグラマは,ア ンデ スにはもともとなか った もので,

マル カパ タでは 自動車道路 開通後 にみ られ るようにな ったといわれ る。現在,こ のグ

ラマはマルカパ タでは マワィ帯のみで,プ ーナ帯では まだみ られ ない。 とにか く,マ

ワイの休 閑地で この グラマがみ られるようになってか ら,マ ワイのバ レイショの栽培

方法は,ル キや プーナの もの とは若干ちが うようにな った とされ る。すなわち,マ ワ

イのバ レイ ショ栽培では,植 え付 け前 に,ユ ハ スカ(yujaska)と よ ばれ る休閑地の耕

起作業が追加 されたので ある。

　 ユハスカは,基 本的 に,さ きに述 べた トウモロコシ耕地の耕起作業 とおな じで,さ

きの写真16に みたよ うにチャキ ・タクヤをつか って,土 地をお こす。 ただ し,ト ウモ
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ロコシの耕地 は毎年つかわれて いるの に対 し,バ レイ ショの場合 は数年休 閑 し,ま た

グ ラマも密生 しているた め,耕 地 はきわめてかた くな っている。 したが って,雨 期が

あける前の3月 ころ,降 雨で比較的土壌 がや わ らか くな ってい るときに,ユ ハスカを

お こな う。 おこされた土 塊は,そ の後につづ く乾期 には乾燥 し,雑 草を枯死 させ るの

であ る。

　マ ワイ用の耕地で は播種前 に再度 この土地の耕起,整 地作業 をお こな う。つ ま り,

8月 か9月 頃には,一 度耕起 された土地 に,再 度雑草,と くにグラマが生 えて い るこ

とが おおい。 したが って,上 記の作業 を くりかえ した後,雑 草 を集 め,数 日乾 燥 した

あと,燃 やす(写 真17)。 この灰は肥料 として役立つ といわれてお り,燃 やす ときも

一 カ所 ではな く
,数 カ所で,で きるだ け広い範 囲に,こ の灰が散布できるように配慮

してある。,

　 バ レイシゴの植 え付 け前に,も うひとつ大 きな作業 が残 されてい る。バ ンダ ・チ ャ

クラの周囲にめ ぐらされてい る垣根,ピ ル カの修復であ る(写 真18)。 トウモ ロコシ

耕地の場合は,毎 年使用 され るため,そ の修復 も一部 にとどま る。 しか し,バ レイシ

ョ耕地 は数年放置されていたため,崩 壊 している部分 も多 い。 したが って,こ の垣根

の修復作業,ピ ル カスカ(pirkaska)は,ア サ ンブ レアで 日程や役割を決 めて,コ ム

ニダの共同作業,フ ァイナ として おこなわれ る。道路 に面 した部分 には石垣 を積 みあ

げ,ト ゲのあるブ ッシュな どを置いて家畜の侵入を防 ぐ。また,こ の耕地 が道 を横切

ってい る場合 などは,石 を積み上 げて,こ の道を遮断 し,そ こには先述 したひ らき戸

写真17マ ワイのバレイシ・耕地の整地作業。刈りとった雑草は乾燥後

　　　 耕地内で燃やす
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写真18耕 地の周囲に石垣を積みあげる作業,ピ ルカスカ。これはキタ

　　　　・チャクラでの作業である

をつ くるか,人 な ら通過 で きる トゲ のある枯木な どを置いてお く。なお,ミ シュカの

バ レイ ショ耕地 の ピル カスカでは,さ きに述べた ミンカなどの関係を利用 して,世 帯

写真19種 イモづくりの作業。大きいイモは

　　　 半分に切ってつかう

ごとに個別 にお こなう。

　バ ンダ ・チ ャク ラは共同耕地 とはい

って も,各 世帯 が耕作す る土地は きま

ってお り,露 岩,段 状 にな った ところ

で境界が きめ られている。 この境界内

で,家 族単位で作業 はおこなわれ る。

種 イモは,さ きに述 べたよ うに,プ ー

ナで貯蔵 してあ るため,リ ャマ,馬 な

どをつか って耕地 まで運びおろ し,イ

モの大 きい ものは半分に切 ってつか う

(写真19)。 また,プ ーナでは これ と

同時に,リ ャマ,ア ルパ カ,ヒ ツジな

どの家 畜の糞(wafiu)も 肥 料と して耕

地 に運び こまれる。肥料 として は,ヒ

ツジの糞 のほか リャマや アルパカの糞

を混ぜた ものをつか う。 これ らの糞 は,

ワニュ ・ワシ(wafiu　 wasi)と よ ばれ
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る肥料小 屋に貯蔵 してあ る。自分たちでつか うばか りでな く,家 畜 を もたない人たち

に売 った り,品 物 と交換す る。

　なお,施 肥 の必要 があるのは,プ ーナおよびル キのバ レイショで,マ ワイは肥料を

与えない。その理 由は,マ ワイの休閑地 には,グ ラマが繁茂す るが,こ れを燃 した灰

が肥料 と しての役割をはた しているか らジ といわれる。

　バ レイシ ョの播種作業 もやは りチャキ ・タクヤがつ かわれる。耕地の斜面下部か ら

上部 にむか って,50セ ンチ ・メー トル くらいの間隔でチ ャキ ・タクヤで穴をあけて ゆ

く。 この列 と列 との間の距離は80セ ンチ ・メー トルほ どである。村人の話では,こ の

播種 作業 は,チ ャキ ・タクヤをつかう男,イ モを植えつ ける女,肥 料 を施す者 の計3

人 でお こな うとい う。 しか し,そ のよ うなたて まえ どお りの ものは一度 もみ られず,

一 般 に,男 が耕地 に穴をあ けてゆ き,そ れを追 うような形で女がイモを2コ か3コ,

この穴 にいれ,土 をかぶせ る(写 真20)。 施 肥(wafiu　 chulay)は,こ の作業 の2～3

日後か ら1カ 月間 くらいのあいだにお こなわれる。

　 播種後1カ 月 くらいで,バ レイシ ョは土中か らす こし芽 をだ して くるが,こ の毅 階

でプーナのバ レイシ ョの場 合は植 えつ けた列の横に溝を堀る。 やは り,チ ャキ ・タク

ヤをつか って,深 さ20セ ンチ ・メー トル,幅30セ ンチ ・メー トル くらいの溝をつけ,

掘 りお こした土は発芽 したバ レイシ ョ

のまわ りに盛 り土 され る　 (写 真21)。

トウモ ロコシの場合 とは反対 に,イ モ

の部分が侵氷 する芝 腐ち売 り,'よ いイ

モがで きないか らで ある,と され る。

　 このあ と,こ れ らのバ レイシ ョ耕地

は,2～3回 除草 され,3月 ころか ら

5月 ごろにかけてマ ワイ,チ ャウ ピ・

マワイ,プ ーナ,ル キの順 でつ ぎつぎ

に収穫 され る。ただ し,こ れ らのバ レ

イシ ョは,そ の年 の降雨量や気温 など

によって 収穫までの 期間 が 異な るた

め,耕 地の一部のさ ぐり掘 り,ピ テ ィ

キニ ャ ・マ マ(pitik孟a　 mama)の 作

業 の後,収 穫 日が決め られる。収穫作

業 は,家 族単位でお こなわれ るが,ト 写真20プ ーナのバ レイショの播種作業
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写真21バ レイショは発芽後,排 水のための溝がつくられる

ウモ ロコシの収穫の場合 とは ことな り,収 穫 された イモはその日のうちに リャマや馬

な どで運搬,集 落 に もちかえ られ る。

　バ レイ ショ耕地 に も,ト ウモ ロコシの出作 り小屋,サ ラ ・チュクヤに類似 したパパ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・チュクヤ(papa　 chuklla)が み られ

写真22 バ レイショ収穫のための作業小屋,

パパ ・チュクヤ

ることもあ るが,こ の小屋 に寝泊 りす

ることはむ しろまれで,昼 食や降雨 の

ときに利用される程度で ある(写 真22)。

ま た,パ パ ・チュクヤを もたない家族

は,ビ ニー一ルなどをつか った一時的な

小屋をつ くる。 このよ うな トウモロコ

シとバ レイショの収穫 にお けるちがい

は,バ レイ ショの収穫 の方が容易で,

また トウモ ロコシのよ うに収穫後乾燥

させ る必要 もないなどのた めで あるが,

さ らに耕地 と集落 との距離 も関係 して

いるであ ろう。すなわち,バ レイシ ョ

耕地 は,一 般 に集落か らちか く,日 帰

りで も十分 に作業の可能 な距離 に位置

していることを示す ものであろう。

　 イモ類 について最後 にふれて おかな
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ければならないのは,凍 結乾燥 イモの加工 である。 さきのルキとよばれ るバ レイ シ ョ

は,苦 味がつ よ くそのままで は食用 とな らないので あるが,そ れ は この凍結乾 燥イモ

に加工 して は じめて食用となるので ある。ルキのほかにも,収 穫 されたバ レイ シ ョの

一部
,オ カの ほとんどが凍結乾燥 イモに加工され,重 要な貯蔵食 品 となる。

　 凍結乾燥 イモの加工は,バ レイシ ョやオ カの収穫 終了後の乾期,と くに6月 か ら7

.月にかけて,海 抜4,000メ ー トル前後の高地部でお こなわれ る。 この時期の高地部 は,

1年 を通 じて もっと も気温の 日較差が大 き く,最 低気温は氷点下 になり,ま た湿度 も

もっともひ くい(表1参 照)。 凍結乾燥 イモは,こ の ような気象条件を利用 して加工

され るため,こ の時期 に各 コムニダの高地部,と くにルキのバ レイシ ョの栽培 ゾー ン

あたりでお こなわれる。 それは,マ ルカパ タ ・コヤナでは,チ ュンピ(Chumpi)や

ラ ッコ(Lacco)の 上 部地帯,ブ イカで はコ リニ(Colille)か ら上部 の高地部で南 る。

　 マル カパ タにお ける凍結乾燥 イモづ くりは筆者 はまだその一部 を観察 したにすぎな

いが,そ の加工のプ ロセスは村人の話によれば,つ ぎのような もので ある。バ レイシ

ョの凍結乾燥 イモにはチ ューニ ョ(chufio)と よ ばれ るもの とモ ラヤ(moraya)の ふ

たつ がある。チ ューニ ョは野天 にバ レイ シ ョを1～2日 放置 し,日 中の気温上昇 と夜

間の低温を利用 して,イ モの凍結,融 解を1～2回 くりかえ し,や わ らか くなった イ

モを足で踏んで脱水,乾 燥 させた ものであ る。

　 モ ラヤはチューニョづ くりのプ ロセ スの うちで足で踏 んで脱水 したあと,こ れを水

に約15日 つ けて水で さらし,乾 燥 させた ものである。 この水 さらしは流水 の方が よい

ため,小 川 の川一岸ちか くに石 で仕切一った,.バ レイ シ ョ.の水 さ一らし用の穴,一王一ラヤ ・ト

コ(moraya　 toko)が つ くられ る。 この穴 にイチュを しき,バ レイ ショをいれたあ と,

さ らにイチ ュでおおい,水 に流 されないよう石をのせ て置 く。チ ュー ニョ,モ ラヤの

材料 とされるバ レイシ ョの晶種 について詳 しい情報は得 られ なか ったが,す くな くと

も苦味のあ るバ レイシ ョ,ル キはすべてモ ラヤに加工 される。

　 オカの凍結 乾燥 イモ,カ ーヤ(caya)も そ の加工法は基本的 にモ ラヤとおな じであ

る。ただ,水 につけて お く期間が一般 に2カ 月 ときわめて長いた め,世 帯 ごとに,毎

年 イモを水 につ けるための穴,カ ーヤ ・トコ(caya　 toko)が も うけ られてい る。直径,

深 さとも1メ ー トル前後で,小 川か ら小流 がひかれ,穴 の水 がつね にかわ るよ うに工

夫 されてい る(写 真23)。

　 このように して加工 された凍結乾燥 イモは千 肉(charque)な ど とと もに,貯 蔵食を

意味す るワタ ・ミブイ(wata　 m加y)と 称 され,マ ル カパ タの農牧民 にとって不可欠

な ものとな ってい る。 じっさい,オ カなどはそのままの状態では くさ りやすいが,カ
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写真23オ カを水さらしするための穴,カ ー

　　　 ヤ 。トコ

一ヤにするとす くな くとも1年 はもつ

といわれる。また,バ レイショもプエ

ブロ・マルカパタなどの比較的低いと

ころではす ぐに芽がでたりして,調 理

に好ましくない状態になりやすいが,

凍結乾燥イモにすれば長期間保存に耐

えるうえ,乾 燥 しているため,も との

イモにくらべかなり軽 く,輸 送にも都

合がよい。 したがって,貯 蔵食品とし

てだけでなく交換の品としても,し ば

しばつかわれるのである。

　さらに,高 度差利用という観点から

みた場合,モ ラヤの加工法の存在はル

キという苦味はあるものの耐寒性がつ

よく,ふ つうのバレイショでは生育不

可能な高地まで利用可能にした点で,

大きな役割をはたしていると言えるだ

ろう。なお,こ れらの凍結乾燥イモの加工法,そ の意義については別稿で報告 してい

るので,く わしくはそれを参照いただきたい[山 本　1976]。

　以上,ト ウモロコシとバ レイショの栽培技術を中心にみてきたが,そ れはマルカパ

タの自然環境にきわめて適応したものであり,こ れらの作物の栽培への労働投下量を

最小にするものであるといえる。 しか も,こ れらはいずれも管理の容易な,半 恒久的

なバ ンダ ・チャクラの耕地で栽培されており,共 同労働を通じて,よ り一層の労働投

下量の最小化がはかられているものとみられる。 このような作物栽培,耕 地の造成 ・

管理,食 料加工などにみられる各種の農耕技術の開発が標高差2,QOOメ ー トルにも及

ぶ大きな高度差利用を可能にしているものとかんがえられる。

4.家 畜飼養 と交換

　 ユ)　 マ ル カ パ タ の家 畜

　 マル カパ タの農業 が家畜の飼養 と密接 な関係を もっている ことは,こ れまでの記述

か らもうかがえるだ ろう。すなわち,パ パ ・プ ーナやパパ ・ル キな どのバ レイ ショ栽
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培では,必 ず家畜 の糞が肥料 としてつかわれ,休 閑地 には家畜 を放牧 して地力の回復

をはか ってい るものとみ られ る。また,ト ウモロコシ耕地で も刈 り跡放牧がお こなわ

れている可能性 がある。 さらに,こ れ らの収穫物の運搬 には必 らず といっていいほど

駄獣がつかわれ,と くに傾斜の急なア ンデ ネスでの収穫物 の輸送 には リャマが欠 かせ

ないもの とな っているのである。

　 さて,マ ルカパタでみ られ る家畜は,リ ャマ,ア ルパカ,ヒ ツジ,ウ シ,ウ マ,ブ

タ,ニ ワ トリ,ク イなどで ある。アルパカ,ヒ ツジは主 として採毛用で,リ ャマとウ

マは運搬用,ウ シ,ブ タ,ニ ワ トリ,ク イは食用であ る。 リャマ,ア ルパ カ,ヒ ツジ

もしば しば食用 とされるほか,リ ャマの毛 も織物 につかわれる。また,リ ャマ,ア ル

パ カ,ヒ ツジの糞 は 燃料,肥 料 に,牛 の糞 も 燃料 としてつかわれ る。 クイ(cuye,

Cavia　PorcellZLS)は モ ルモ ットの一種で,ア ンデスでは古 くか ら食用 として飼 われてお

り,マ ル カパ タではその肉は祭 や儀礼 に不可欠な もの とな ってい る。

　 これ らの家畜 も,栽 培植物 と同 じように,高 度 によ って,そ の分布 にちがいがみ ら

れ る。 とくにアルパ カは草地帯のなかで も湿原の ようなと ころに,そ の分布は限定さ

れ る。 これはアルパ カの足が よわいが ら,あ るいは湿原のよ うなと ころにはえ る牧草

しか食べないか らだ とされ る。 したが って,マ ル カパ タで アルパ カが放牧 され るのは

おおよそ4,000メ ー トル以上の高地 の谷間 の部分で ある。

　 い っぽ う,リ ャマは駄獣 として,き わめて広い範囲 を移動す る。牧草 さえあれ ばど

こで も移動可能 といわれ,低 地部へは海抜2,000メ ー トル くらいまで,高 地部で は海

抜 与,　OOOメ ー=ド ル くらいまでの範囲を移動 している。 また・ ウマがつか えないよ うな

急な斜面や細い崖道 も,一 頭 につ き20～40キmグ ラムの荷 を積んで移動す る。 したが

って,そ の放牧 され る高度域 もひろ く,一 般 に海抜3,600メ ー トル くらいか ら4,500メ

ー トルあた りの草原やバ レイシ ョ耕地 の休閑地であ る。 ヒツジは,リ ャマやアルパ カ

と くらべ る と寒 さに対 して弱い といわれ るように[WEBsTER　 l973:121],そ の放牧

の中心 となるゾー ンは海抜3,600メ ー トルあた りか ら4,000メ ー トル くらいのやは りバ

レイシ ョ耕地の休閑地 などで ある。

　 これ らの家畜の世 帯ごとの所有頭数は,ミ ステ ィにつ いては,す でに表3に 示 した

とお りであ る。 ミステ ィの所有 する家畜の うちで,も っと も所有頭数の多いのはウシ

で,50戸 中,'27戸 が 計334頭 所 有 していた。 この ウシは,も っぱ ら肉用で,し か もマ

ルカパタで消費 され るより,ク ス コなどの都市部 に売 るためのものであ る。 ウマ も,

半 数あま りの世帯が平均2頭 以上有 している。 それ に対 して,リ ャマ,ア ルパカはわ

ずか に総計53頭 で,と くに リャマは,全 村で一家族 が2頭 所有 しているだ けであ る。
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この ように,ミ ステ ィが,リ ャマ,ア ルパカに くらべて,ウ シや ウマを多 く所有 して

いるのは,ひ とつは家畜管理上の問題があるか らで ある。すなわち,プ エブ ロ ・マル

カパ タ周辺部で放 し飼いにで きるウシや ウマ とは異 な り,主 としてフ。一ナや リテ ィ ・

クチュの高地部で放牧 の必要 がある リャマやアルパ カの家畜管理は海抜3,100メ ー ト

ルのプエブロ ・マルカパ タに居住す る ミステ ィにと って きわ めて困難な作業とな って

いるか らであ る11)。

　 それで は,ミ ステ ィが所有す る リャマやアルパカの管理 ははた して どのよ うにな っ

ているのであろうか。 じつは,こ れ らの家畜管理は ミステ ィ自身 はお こなわず,高 地

部 に住む ミステ ィの擬制親族や知人 に委託 され るのである。た とえば,表3中 の世帯

番号37の 世帯 はアルパカを20頭,ウ シを4頭,ヒ ツジを12頭 所有 してい るが,こ の家

族 が管理す るのはウシだ けであ る。20頭 の アルパ カの うち,12頭 は カチカチ に住む擬

制親族 が,8頭 はチュンピの知人 が,ま た12頭 の ヒッジはすべて トゥンコスに住む擬

制親族 が管理 して いる。 これ らの集落が,い ずれ もプーナ ・ゾー ンに位置 してい るこ

とはい うまで もない。 これ らの管理 に対す る反対給付 として,ミ ステ ィはイ ンデ ィォ

に しば しば塩 や砂糖を お くるほか,家 畜儀礼の際 には儀礼に不可欠 なコカや酒 などを

提供す る。また,こ れ らの インデ ィオがプエブ ロ ・マル カパ タを訪 れた時 は,家 畜の

管理を依頼 している ミステ ィは彼 らに食事 や宿 を提供す ることになる。

　 2)牧 畜 と 交 換

　 マル カパ タにおけ る家畜飼養で もっとも重要 な ものは,リ ャマ とアルパカを中心 と

する高地での牧畜であ る。 しか し,そ れは今回の調査 ではご く表面的な観察にとξま

ったた め,こ れ らの家畜管理 などの技術的な問題 につ いて は今後の調査の機会 を待 っ

て,あ らた めて報告す ることに した い。 ここでは,農 業 と牧畜お よび農民 と牧 民の関

係につ いて知 るた めに,交 換 とい う問題 に焦点をあててみて ゆ くことに したい。

　 とい うのは,マ ル カパタでは コムニダ ・レベルでみ ると4つ の コムニダがいず れ も

農耕 および牧畜をお こな ってお り,そ の村落共同体 的な性格 をかんがえ るとき,各 コ

ムニダは農牧複合社会であ るといえ る。 しか し,こ れ らの コムニダのなか には,牧 畜

11)ミ スティがリャマをほとんどもたず,ウ マを多 く所有 しているのは,彼 らが駄獣としてはも

.っばらウマを利用していることを示すものである。この理由については,イ ンディオとミステ

　ィの社会的関係もかんがえる必要がありそうである。つまり,リ ャマが駄獣としてだけではな

　 く,そ の毛や肉が利用できるにもかかわらず,運 搬用としての役割しかもたないウマを ミステ

　ィが利用するのは,単 に家畜管理や経済的な問題にとどまらず,そ れがミスティのプレスティ

　ージを示すという機能をもっていると解されるのである。さきに述べたデス リンデがインディ

　オは徒歩で,ミ スティは馬に乗 っておこなわれていたということも,こ れを示すものであろう。

　また,ミ スティの耕地は,ウ マだけで収穫物の輸送が十分可能な傾斜のゆるい,立 地条件の良

　いところであるということも示 しているようである。
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専業や農業専業 とみ られる村 があり,こ の ような村 では食糧 にか ぎ ってみて も,そ の

一部 しか 自給で きないわけで
,不 足 して いるもの については主 として交換 とい う手段

をとお して,入 手 され るのである。

　 コムニダ ごとにみてゆ くと,マ ル カパ タ ・コヤナとプ ィカでは,集 落 レベルでみた

場合,い ずれ も トウモロコシとバ レイシ ョを栽培 し,牧 畜 もお こな って いる。イ ンデ

ィオについての世帯 ごとの家畜所有頭数 につ いての具体的なデータは,今 回の調査で

はほとんど得 られ なか った。 しか し,さ きにマル カパ タ ・コヤナの トウモロ コシのバ

ンダ ・チ ャクラに海抜4,300メ ー トルの高地 に位置す るマル カラニ村 に住む家族のサ

ラ ・チ ュクヤがみ られたが,こ の家族 はマル カラニ周辺で18頭 のアルパ カ,6頭 の リ

ャマ,15頭 の ヒッジを飼 っている。 もちろん,彼 らはバ レイシ ョも栽培 して お り,け

っき ょく,こ の家族 は トウモロコシとバ レイ ショを栽培 し,リ ャマやアルパ カなどの

放牧 もお こなって生活 してい るのである。 この例 にみ られ るように,マ ルカパ タ ・コ

ヤナとプィカの コムニダ では,基 本的に世帯 レベル で,農 業 と牧畜をお こない,す く

な くとも食糧 にかん してはほぼ完全な 自給 自足体制 がと られてい るとみ られ る。

　 サワ ンカイとコヤスー ヨのコムニダには,牧 畜専業 および牧畜を中心に している集

落がみ られ る。サ ワシカイの コムニダでは,海 抜4,300メ ー トルに ちかい高地 に位 置

する ワラコニは,マ ルカパ タで唯一の牧畜専業の村 といわれ,そ の村人 もと くに牧民,

パ ス トー レス(pastores)と よ ばれ る。 ワラコニは戸数40戸 程度の村で,各 世帯 の リャ

マ,ア ルパ カ保有数は平 均200～300頭 で あ るが耕地 はま った くもた ない。また,コ ヤ

ース=百 の ヨム三ダで も
,一一一海抜3,900メ ー トルに位置す るイ ンカカ ンチャの村人はやは

り平 均100～200頭 の リャマ,ア ルパ カを保有 してい るが,ト ウモuコ シ耕地 はほ とん

どもたず,バ レイシ ョはパパ ・ル キとパパ ・プ ーナだ け栽培 している(写 真24)。

　 したが って,こ れ らの牧畜専業 ない

し牧畜中心の村 は何 らかの手段で農産

物を入手する必要が あるが,ま ず は じ

め に,牧 畜を専業 とす るワラコニ村 に

つ いてみてみ よう。ワラコニの農産物

の入手方法は,購 入と交換で ある。購

入先 はマル カパタではな く,主 として

オコ ンガテである。 ワラコニか らプェ

プロ ・マルカパタまでは普逼3日 の行

程 であるが途中サヤパタ(Sallapata),

写真24牧 畜とバ レイショ栽培のみをおこな

　　　　っている村,イ ンカカンチャ(海 抜

　　　　3,900メ ー トノレ)
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チキスな どの村に泊 り,プ エブ ロ ・マルカパタにや って くる。そ して,オ ビスパ タか

ら トラ ックを利用 して,オ コ ンガテ にむか う。 この間,リ ャマはプエブ ロ ・マル カパ

タか ら1～2時 問の距離 にあ るチキスの知人に託 してゆ く。オコンガテで購入す るも

のは,チ ューニ ョ,モ ラヤ,ト ウモ ロコシ,ソ ラマ メ,小 麦,キ ヌアな どである。 こ

れ らはプエブロ ・マルカパタに もちかえ った後,チ キスか らリャマをつれてきて,そ

れに積 んでか える。

　い っぽ う,交 換 は,ト ウモ ロコシやバ レイシ ョの収穫期の5月 か ら6月 頃,マ ル カ

パ タ各地 に来てお こな う。 ワラコニか らはチーズ,肉,獣 毛 などを持参 し,こ れ を ト

ウモ ロコシ,チ ューニ ョ,バ レイショなどと交換す るのである。 さきに,コ ムニダの

領域が,そ こに成員権を もつ イ ンデ ィオの生活領域 としてつよ く意識 されてい ること

を指摘 したが,ワ ラコニのパ ス トーレスの場合,そ の交換範囲は所属す るコムニダに

限定 されない。 このような特異 な行動様式は,ワ ラコニの住民にかぎ らない。 とい う

の は,マ ルカパタには,プ ーノ県の カラバヤ(Carabaya)郡 の マ クサニ(Macusani)

や メルガル(Melgar)郡 の ニ ュニ ョア(Nufioa)な ど の,マ ル カパ タとは異 なる地域

社会か らも,や は り牧 民が交換 にや って くるのである。

　つぎに,イ ンカカ ンチャにつ いてみてみよ う。 その主た る交換先は,海 抜約3,500

メ ー トルに位置するテ ィルパ(Tillpa)で あ る。 この村 は,イ ンカカ ンチ ャが コヤス

ー ヨの コムニダの高地部 のみを利用 して いるのに対 し
,主 と して低地部を利用 し,そ

こで トウモ ロコシとバ レイ ショを栽培 してい る。 したが って,イ ンカカ ンチ ャのチュ

ーニ ョ,モ ラヤ
,肥 料(リ ャマ,ア ルパ カ,ヒ ツジな どの糞)と テ ィルパの トウモ ロ

コシ,バ レイシ ョ,ラ カチ ャなどが交換 され る。

　 ここで注 目すべ きことは,こ れ らの物 々交換の比率 は市場経済 にお ける価格 とは関

係 がな く,慣 習的に定め られた ものであることであ る。 さきに,ワ ラコニの例 でみた

ように,売 って得た金で必要な ものを買 うのはま った く市場経済 の上 にの った方法で

あ り,そ の点で物 々交換 とは大きなちが いがみ られ る。 インカカ ンチャの場合,ト ウ

モ ロコシとバ レイシ ョは等量で,1リ ーブ ラのコカは1ア ローバ(25リ ー ブラ)の バ

レイ ショと交換 され る。また,屠 殺 した一頭 のアルパ カは2袋 のバ レイシ ョと,一 頭

の ヒツ ジは一袋のバ レイシ ョと交換されることが きまっているので ある。 もしこれを

クス コ などの町の市場で売 れば,ヒ ツジは2,000ソ ー レス,バ レイショは せいぜい

1,000ソ ー レスであ るといわれ る。 した が って,市 場経済 の価格 の上では不均衡な交

換をお こな って いる ことにな る。

　 この ような例 は マルカパ タにか ぎ らず,ペ ルー 北高地 の ウチ ュクマル カ[BRUSH
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1977:2501や チ ャウ ビワランガ[FoNsEcA　 1972:330]な ど で も報告 されて い る。

た とえば,チ ャウビワ ランガの場合,家 畜飼育 に専念す る村人 とその下方で農 業中心

にお こな っている人 のあいだで物 々交換 がみ られる。そ して,交 換 の相手や レー トは

すで にながい伝統 と してきま ってい る。彼 らは宿舎 と食事を提供 しあう親密な間柄 と

して代 々つづいてお り,そ の 関係 は ヤワシナクィ(yawasinacuy)と よばれてい る

ので ある。

　 このような不均衡な交換をお こなう理 由は ヤワシナクイをは じめ,物 々交換 をす る

間柄 がたん に物 と物を交換す るにとどま らず,さ まざまな相互扶助を保証す る関係 に

な っているか らで あるとされる[大 貫　 1978a:726]。 マル カパ タで も,さ きに述べ

た ミステ ィとイ ンデ ィオのあいだでこれ に類似 した関係 がみ とめ られたが,こ のほか

に もパス トー レスと農業中心の世帯 のあいだ に興味ぶかい交換 がみ られ る。

　 それはアイニにみ られたよ うな一種 の労働 と物 との交換で ある。牧 民や家畜 を多 く

所有す るものが収穫期 にや ってきて,駄 獣をつか って収穫物の輸送を手伝 う。 それに

対 し,収 穫物 の一部を提供す るとい う関係 がみ られ る。 この場合 も,馬10頭 で 輸送 し

た ときは,つ ねにコスタル(costal:輸 送 用の袋)半 分の収穫物 が与 え られ る。 また,

リャマの場合は10頭 につ き,リ ャマ用 の コスタル1袋 分が与 え られ るのであ る12)。

　 以上みて きたよ うにマル カパ タの場合 も牧 民および牧畜中心の村人 と農業を専業に

して いる村人の間には何 らかの相互扶助を保 証する関係があ るよ うにおもわれ る。 こ

の点で,さ きにワラコニの牧民が購入のため にプェプロ ・マル カパ タに来 るときは必

らずチキスの村に宿泊す るという事実は興味ぶかいq-一チキ ろはLマ ルカペ タの集落の

ほ とんどが 自給 自足に とどま って いるの に対 し,交 換 のた めに多 くの トウモロ コシや

バ レイ ショを栽培 してい る唯一 の村 といわれ る。つま り,コ ムニダ単位で の自給 自足

体制がつ よ くと られているマル カパ タでは,お な じサワ ンカイの コムニダ に属 して い

るこれ ら2つ の村が,そ れぞれ牧畜 と農業 に専業化ない しは分業化 している可能性が

かんがえ られ るか らで ある。

V.中 央 アンデス南部高地 の環境利用一むすびにかえて

　本稿の 目的は,ペ ル ー南部高地 の一地域社会の環境利用の実態 を,主 として 高度差

利 用の面か らあき らかにす ることにあ った。 しか し,調 査期間が約半年 と環境 利用を

12)バ レイショの場合,馬 用のコスタルには60～80キ ログラム,リ ャマ用では約40キ ログラムは

　 いるとされる。
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あ きらかにす るには短 く,と くに収穫や食物加工,な らびにさまざまな交換がお こな

われ る4月 か ら7月 にか けての期間が未調査であ る。 した が って,本 稿 も中間報告的

意図を もって書 かれたものであ るが,本 稿 をと じるにあた って,こ れ まで述 べてきた

ことを整理 し,将 来への展望 もふ くあて,い くつかの間題を記 して おきたい。

　表7は マルカパ タの環境利用にかん して これ まで述 べてきた ことを簡単にま とめた

もので ある。マルカパ タでは この表 に示 され るように,4つ の コムニダがいずれ も,

す くな くとも2,000メ ー トルあ まりの高度差利用をお こない,そ の領域の高地 部で牧

畜,中 間地帯でバ レイショをは じめとす るイモ類の栽培,低 地部で トウモ ロコシ栽培

をお こな っている。 そして,マ ルカパ タ ・コヤナとブイカのコムニダでは基本 的に世

帯 ない しは集 落 レベルで 自給 自足につ とめて いる。それに対 し,サ ワンカイや コヤス

ー ヨで は
,互 酬的な物 と物の交 換,労 働 と物 の交換などを通 じて,コ ムニダ ・レベル

表7　 マ ル カ パ タ の 環 境 利 用

環 境 利 用
海 抜 環境区分 生 業 マ ル カパ タ

コ ヤ ナ ブ イ カ サ ワ ンカ イ

ワ

ラ

コ

ニ

コヤ ス ー ヨ

リ テ ィ

ク チ ュ

牧畜
リャ マ,ア ル パ

カ

イ

ン
カ

カ

ン
チ

ヤ

一

牧畜

プ ー ナ
農業

リャマ,ア ル パ
カ

バ レイ シ ョ,チ

ユー ニ ョ加 工

農業
バ レイ シ ョ,オ

カ

牧畜

交

換

チ

キ

ス

交

換

テ

イ

ル

パ

羊,ヰ

ヤ ク タ 農業
トウ モ ロ コ シ,

ソ ラ マ メ,ラ カ

チ ャ

ユ

ン

カ

ウ

チ

ュ
ウ

ラ
イ

農業
トウモ ロ コ シ,

トウガ ラ シ

果 樹

材 木
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で 自給性を確保 している ものとみ られ る。

　 さて,こ の ようなマルカパ タの環境利用の特徴をあき らか にす るために,こ れまで

に報告 されてい る環境利用 の類型 と比較 してみ ることに しよう。Brushは,さ きに

述べ たよ うにア ンデス高地 の環境利用 に　 (1)圧 縮 型(Compressed　 type),(2)列

島型(Archipelago　 type),(3)拡 散 型(Extended　 type)の3つ のタイプを設定 した

[BRUSH　 1977:10-16]。 これ らの類型の 特色は大貫 によって 簡潔にまとめ られて い

るた め[大 貫　 1978a:720-721],そ れ によ って,以 下 に紹介す ることに したい。第1

の 圧縮型 は,土 地の傾斜が急で,自 然区分帯 が連続的 に分布す るところでみ られるタ

イプであ る。ウチュクマル カとケー ロの環境利用 のタイプが この圧縮 型であ るとされ,

そ こでは 自然区分帯 の端か ら端 までが徒歩 で2～3日 の距離であ る。 したが って,村

人はつねに上下 に動 きなが ら,高 度差利用をお こない,生 産活動 に従事 してい る。

　 第2の 列 島型は,Murra　 L　l　968,1972]が 民族 史学 的な資料か らあ きらかに したイ

ンカ時代か ら16世 紀にかけてのルパ カ族やチ ュパチ ュ族 にみ られ たタイプであ る。そ

れは,た とえばルパ カ族 でい うと,テ ィテ ィカカ湖畔に主 居住地 をもちなが ら,太 平

洋岸 に も トウモロコシ耕地 を もつ というように,利 用す る土地 が遠 くはなればなれ に

な っていて,そ れを利用す るためには本村を ある程度留守 にすることが必要 にな って

くる ものである。

　 第3の 拡散型 は,ク スコ県の ビルカノタ(Vilcanota)谷 の ような広い谷間 で,点 在

する集落のあいだで分業をお こない,複 雑 な交換の網を通 して,産 物 が谷間全体 にゆ

きわ たる ものであるb天 貫ぽ1こ れ らに専業型(Specialized　 type)の 追 加 を提 唱 した

のであ る[大 貫　 1978a:729]。 それは,異 なるエスニ ック ・グル ープが,そ れぞれ

異な る環境を,専 業的 に開発 し,産 物 を交換 しあ うタイプであ る。拡 散型 において も,

異 な る環境の産物 を交換す ることはみ られるが,そ れはひとつの谷を占め る同一 エス

ニ ック ・グループ間で成立す るものであ り,そ の点で専業型 とはちが うとされ る。

　 い っぽ う,Websterは 中央ア ンデス南部高地 の牧畜 の側か らみた環境 開発 の類型化

を試 み,そ れ には"セ ーハ"型 と"プ ーナ"型 とで もよぶべき,2つ の タイプがみ とめ

られ るとい う[WEBsTER　 1973:128-131]。 す なわち,南 部高地 にお ける牧 畜のパ

ター ンは,放 牧地 がア ンデ ス東斜面の"セ ー一一ハ"(cordillera　 flank)に 位 置 してい るか,

"プ ーナ"の 高原台地(highland　 plateau)に 位 置 してい るか
,と い う生態的な条 件で

決定 され るとい う。

　 "セ ーハ"型 は,ケ ー ロにみ られ るようなア ンデス東斜面の高度差を利用 して,牧

畜 と トウモ ロコシやバ レイ シ ョなどの作物栽培を ともにお こな うタイプである。"プ
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一ナ"型 はプーノ県 のパ ラテ ィア(Paratfa)の よ うな牧 畜専業の村や クスコ県 のアル

カヴィ トリア(Alcavitoria)の よ うな 牧畜 とバ レイシ ョ栽培 をお こな って いる村 にみ

られ るような"プ ーナ"の 高原台地を生産活動の場 としてい るタイプで ある[FLORES

OcHoA　 l968;CusTRED　 l977]。

　 さて,こ うしてみて くるとBrushは 環 境利 用の形態 に着 目し,　 Websterは そ のi環

境に着 目して,類 型化 しているわけで,Websterの い う``セ ーハ"型 はBrushの 圧 縮

型であ り,"プ ーナ"型 は専業型 ない しは拡散型 になるであ ろう。それでは,マ ル カパ

タにみ られた環境利用 の形態ははた して これ らの類型のどれにあた るであろうか。

　マルカパタ ・コヤナや ブイカの コムニダで は基本的に世帯 ごとに主作物の トウモ ロ

コシとバ レイ シ ョを栽培 し,牧 畜をお こな って,自 給 自足 しているとみ られ ることか

ら圧縮型 とみて よいであろう。 コヤスー ヨやサ ワ ンカイの コムニダの一部では集落間

分業の傾向がみ られ,そ の あいだで異 なる環境の産物を交換 しあ って いることか ら拡

散型 とみる ことができそ うであ るが,本 来は圧縮型が環境利用の基本で あったのでは

ないか と推察される。

　環境利用の類 型は,そ れぞれがその土地 の自然的文化的条件や歴史的条件 によって

作 り出 されてお り,あ る類型か ら他の類型へ と変化す ることもあ りうる[大 貫1978a:

729]。 コ ヤスー ヨやサワ ンカイの コムニダで も圧縮型か ら拡散型へ と変化 してゆ く過

程 にあ るとかんがえ られ るのであ る。 マル カパ タでは,こ れまで くりかえ し述 べてき

た ように,4つ のコムニダがそれぞれ の領域 内の比較的せ まい範囲 内に多様な環 境を

有 してお り,こ の高度差を利用す ることによ って,世 帯 レベルで農 業と牧 畜をと もに

お こな った 自給 自足 が可能であ る。 しか し,そ れはあ る程度の規模を こす と世帯 レベ

ルではお こない得 な くなり,農 業 専業や牧畜専業などのよ うに環境の一部を利用す る

タイプへ と移行す るのではないか。 とくに,マ ルカパタでは,4つ の コムニダはいず

れ も村落共 同体 的な性格をつ よくもって いるた め,集 落間の分業化 もきわめて容易に

お こな うことがで きるもの と推察 され るのであ る。つ ま り,マ ルカパ タでは世帯 レベ

ルで 自給 自足体制 が完結す る環境利用 の形態がおそ らく発生的 には もっとも基本的な

ものであ るとかんが え られ る。そ して,世 帯 レベルで自給 自足体制が確保できな くな

った とき,そ れは集落 あるいは コムニダの レベルで 自給 自足体制を とろ うとす るので

あ ろう。

　 こうして,マ ルカパ タにお ける環境利用の基本形 態が圧縮型であ るとか んがえると,

す くな くと も中央 アンデス南 部高地で は,こ れまでみて きた環境利用の諸類型 はあた

え られた生態的条件 によって,あ る程度決定 されているようにお もわれる。 というの
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は,中 央アンデス南部高地に地城をかぎれば,"セ ーハ"型は圧縮型であり,"プ ーナ"型

は専業型ない しは拡散型であることを指摘 したが,マ ルカパタもまさしくWebster

のいう"セ ーハ"(cordillera　flank)1〈 位置 していて,そ の環境利用の形態は圧縮型

である。さらに,マ ルカパタでは,環 境のうえでも,そ の利用形態のうえでも,唯 一

の例外 となっているワラコニ村は"プ ーナ"(highland　 plateau)に 位置していて拡散

型とみられるのである。これに,ア ンデス西斜面を利用するルパカ族の列島型を加え

ると,中 央アンデス南部高地の環境利用の形態は,ア ンデス西斜面は列島型,"プ ー

ナ"は 専業型ないし拡散型,ア ンデス東斜面は圧縮型ということになるのである。

　はじめに述べたように,中 央アンデスはコスタ(海岸砂漠地帯),シ エラ(山岳地域),

モンターニャ(熱 帯低地)の3つ のはっきりとした特徴をもつ地域にわけられる。 し

かも,そ の南部高地は,ア ンデスのなかでも,も っとも大きな高度 と幅を有する部分

となっており,ま たその高地部は東 ・西両山脈にかこまれた高原台地になっている。

　 したがって,中 央アンデス南部高地は,そ の東斜面に住む農牧民にとっては,比 較

的せまい範囲内にもっとも多様な環境がみいだされるところであり,高 原台地に住む

者にとっては低地部への移動がきわめて困難なところとなっている。 したがって,こ

のような環境を利用するとすれば,ア ンデス東斜面,つ まりWebsterの いう"セーハ"

では世帯 レベルでも熱帯低地か ら寒冷高地までの高度差利用が可能であるのに対し,

"プ ーナ"の 高原台地ではこの高原のみを利用するタイプ,す なわち リャマやアルパカ

などの牧畜と寒冷高地に適 しているバ レイショなどの作物栽培をおこなう環境利用が

基本的形態になるとかんがえられるので断るδ一

　 それでは,こ の高原台地に居住地をもちながらアンデス西斜面の海岸地帯の遠隔地

に耕地をもつルパカ族の環境利用はどのように理解されるであろうか。筆者は,こ の

ような大規模な列島型の環境利用の類型は,こ れまでみてきた圧縮型や拡散型,専 業

型などとは性格を異にするものであるとかんがえる。というのは,ル パカ族は人口10

万か ら15万という大きな民族であり,そ のような民族レベルでの環境利用の形態とこ

れまでみてきたような世帯 レベルないしは村落 レベルのそれらとは同列に扱えないで

あろう。換言すれば,列 島型の環境利用体系の形成は,中 央アンデス高地における政

治権力による社会 ・政治的統合とつよい関係をもっていたとかんがえられるのである。

このような民族集団のみられない現在,ア ンデス西斜面ではまったく列島型の環境利

用のタイプはな く,そ こにみいだされるのは拡散型ない しは専業型とみなされるもの

ばかりである[大 貫　 1978b:1-171。 これは,と りもなおさず,列 島型の環境利用が

政治権力などの力によって維持されていたことを示すものではないか。
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　いずれにしても,従 来の類型論のように,環 境利用の諸類型を形態や生態的条件だ

けで理解することはむつか しいようにおもわれる。環境利用の形態が当該社会のあた

えられた環境によって制約をうけるのは当然としても,そ の社会の構造,規 模などの

ちがいにより,環 境利用の形態もまたちがって くるとおもわれるか らである。
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